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。
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先
日
、
夜
に
友
人
か
ら「
西

の
空
が
す
ご
い
」と
連
絡
を
受

け
、
夜
空
に
浮
か
ぶ
光
の
柱
に

慌
て
て
カ
メ
ラ
を
向
け
ま
し
た
。

（
31
ペ
ー
ジ
の
光
柱
現
象
）

　
夜
空
の
撮
影
で
は
、
設
定

や
ピ
ン
ト
合
わ
せ
で
四
苦
八
苦

し
ま
し
た
が
、
友
人
が
ス
マ
ホ

を
構
え
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間

に
綺
麗
な
写
真
が
撮
れ
ま
し

た
。
ス
マ
ホ
の
性
能
に
脱
帽
し

つ
つ
、
も
っ
と
勉
強
し
な
け
れ

ば
と
痛
感
し
ま
し
た
。

　
た
び
ら
昆
虫
自
然
園
の
取

材
で
若
葉
保
育
園
の
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
園
内
を
回
り
ま

し
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
に
、
よ

く
昆
虫
を
捕
ま
え
て
遊
ん
だ
な

あ
と
懐
か
し
く
な
り
ま
し
た
。

　
も
う
す
ぐ
暖
か
い
季
節
に
な

り
ま
す
。
園
で
は
昆
虫
た
ち

が
活
発
に
活
動
を
始
め
、
春

の
花
が
楽
し
め
ま
す
。
ぜ
ひ
お

休
み
の
日
に
遊
び
に
行
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
楽
し
い
思

い
出
が
で
き
ま
す
よ
。

３月の各種イベントや行政情報などをカレンダーで紹介します。
３月のイベントカレンダー
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●年金相談（市役所
本庁２階会議室）
10：00～15：00

●全国春の火災予
防運動（～７日）

●年金相談（市役所
本庁３階会議室）
10：00～15：00

●若者応援相談会in平
戸（平戸文化センター）
11：00～16：00

●赤ちゃんおはなし会
（平戸図書館おはなしの
へや）10：30～

●おはなし会（平戸図
書館おはなしのへや）
14：00～

●おはなし会（平戸図
書館おはなしのへや）
14：00～

●おはなし会（平戸図書館
おはなしのへや）14：00～
●ひらど軽トラ市（木引田町・
宮の町商店街）9：00～12：00

●春のおはなし会
（未来創造館ホール）
10：30～11：30
●おはなし会（永田記
念図書館）14：00～

●おはなし会（永田記
念図書館）14：00～

●春のおたのしみ会
（ふれあいセンターゆ
めホール）10：00～

●みんなdeシネマ
（未来創造館ホール）
14：00～

●春の音楽会（未来
創造館ホール）10：
30～ 11：30
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永田記念図書館休

●みんなdeシネマ
（未来創造館ホール）
14：00～

●ハローワークin平戸
市（平戸文化センター）
10：00～ 15：00

●よろず相談会（田平
町民センター）9：00
～ 17：00

●ハローワークin平戸
市（平戸文化センター）
10：00～ 15：00

●休日のマイナンバー
カード交付窓口（平戸市
役所）８：30～ 17：00

●認知症の人と家族の
つどい（たびら活性化施
設）９：30～ 11：30

●認知症の人と家族の
つどい（未来創造館）
13：30～ 15：30

●市民課延長窓口（平
戸市役所１階③番窓
口）17：15～ 19：00

●市民課延長窓口（平
戸市役所１階③番窓
口）17：15～ 19：00

●市民課延長窓口（平
戸市役所１階③番窓
口）17：15～ 19：00

●市民課延長窓口（平
戸市役所１階③番窓
口）17：15～ 19：00

●消費生活相談・定例
行政相談大島地区（大
島村公民館）14：00
～16：00

●ライブラリーコン
サート（平戸図書館）
19：00～

※掲載している情報は、新型コロナウイルス感染症の状況によって中止または延期となる場合があります。

●「縁結び隊」による
結婚相談会（ホテル
彩 陽WAKIGAWA）
14：00～16：00
●婚活相談会（たびら
活性化施設）11：00
～17：00

42 31
●ひらど新鮮市場「海の
見えるごはん屋」オープ
ン（ひらど新鮮市場横）
11：00～ 15：00
●市民課延長窓口（平
戸市役所１階③番窓
口）17：15～ 19：00

●年金相談（舘浦出張
所）10：30～ 15：00

●おはなし会（平戸図
書館おはなしのへや）
14：00～

●赤ちゃんおはなし会
（平戸図書館おはなしの
へや）10：30～

春分の日
●北松北部クリー
ンセンター受入日
（9：00～ 16：00）

●北松北部クリーンセンター
受入日（9：00～16：00）

「
た
び
ら
」は

　
　
　
ま
る
ご
と「
自
然
園
」

特
集

〜
た
び
ら
昆
虫
自
然
園
の
挑
戦
〜

令和３年９月に行われた栗林慧さんの写真教室の様子。枝にとまった
赤トンボを写真に収めようと声を潜めてシャッターを切る児童。



「こんにちは！ 田平中学校です。」

私たちが考え作成しました！

学校のひろば  vol.３ 田平中学校
このページでは、市内中学校の生徒たちが日ごろの学習の中で見つけた、自分が住む地
域の宝や魅力を紹介します。生徒が自分たちで文章を考えまとめました。

私たちの先生を紹介

◯発見その１　平戸城やオランダ商館がリニュー
　アルし、遊びながら歴史を学べるようになりま
　した。1613年にお城が火災に見舞われ、復興
　に何年もかかったことがわかりました。　
◯発見その２　オランダ、ポルトガル、中国など
　との貿易で、香辛料・銀・鉄砲などさまざまな
　ものが平戸を通して日本に伝わりました。
◯発見その３　松浦史料博物館には江戸時代の
　資料がたくさんありました！松浦家に嫁いだ姫
　が乗ってきたかごなどが展示されています。
　もっと平戸の歴史や文化を学びたくなりました。

　平戸の生徒と一緒に学びたいと思い教
師になりました。授業や行事、部活動で、
平戸のために何かできればと思います。将
来、生徒の中から「平戸を盛り上げたい」
という人が育ってくれると嬉しいです。

尾﨑　円　先生
おさき　　 まどか

▼担当科目　保健体育
▼部活動　サッカー部

※このページは令和３年度「平戸市子ども議会Ver.２」で、「広報ひらど」を通して地域の魅力を伝えたいという子ども議員の提案で始まりました。

　２月６日、平戸市未来創造館ホールにおいて、
令和３年度平戸市公民館連絡協議会表彰、平戸
市生涯学習まちづくり表彰、平戸市生涯学習パ
スポート表彰の表彰式が行われました。
　受賞者は以下のとおりです。(敬称略）
■平戸市公民館連絡協議会表彰
　松本　真和（川内町）　濵川　文彦（大久保町）
　米村　伍則（大島村）　濱野　八重子（田平町）
■平戸市生涯学習まちづくり表彰
　職人町すこやかサロン（北部地区）
　たくしま大楽（北部地区）
　上大垣のばそう会（北部地区）
　紐差婦人会（中部地区）
■平戸市生涯学習パスポート奨励証受賞
　▶風賞　１人　▶水賞　６人　▶地賞　18人
※平戸市生涯学習パスポート奨励賞の授与は、
　書類の送付のみ実施されました。

火災救急件数

４件（４件）

135件（145件）

■火災

■救急

※（ 　）内は昨年同期

交通事故件数
令和４年１月末現在令和４年１月末現在　

４件 （６件）

  ０人 （ ０人）

５人 （６人）

■件　数

■死　者

■負傷者

※（ 　）内は昨年同期

消防本部予防課　☎22-3167問総務課危機管理班　☎22-9101問

人口の動き

■総人口　29,705人（-72人）

■男　性　14,085人（-42人）

■女　性　15,620人（-30人）

■世帯数　13,778戸（-24戸）

■平戸地区   17,128人 （－40人）
　 北部地区　  10,154人　（ｰ 29人）         
　  中部地区　    3,347人　（+  ７人）
　  南部地区　    3,627人　（ｰ 18人）

■生月地区     4,921人 （－10人）
■田平地区　 6,685人 （－22人）
■大島地区　     971人 （± ０人）

令和４年２月１日現在

市民課戸籍住民班　☎22-9123問
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３広報ひらど

目次・まちづくりへの貢献への感謝・人口
の動き・交通事故件数・火災救急件数

学校のひろば

特集

「田平」はまるごと「自然園」

平戸市表彰式

そうだ図書館へ行こう

まちづくり協議会紹介・「古写真」から見る平戸の記憶遺産

高齢者の皆さんへ
自粛生活をみんなで乗り越えましょう

生活環境班コラム・国際交流員の日記

子育て・健康応援コーナー

見逃せない情報がココに（お知らせ）

暮らしに役立つ情報がここにも（お知らせ）

まちのできごと

うぶ声＆おくやみ・ＴｏｗｎＴｏｐｉｃ

ハッピーバースデー

カレンダー

Ｐ２

　Ｐ３

Ｐ4～13

Ｐ14～15

Ｐ16

Ｐ17

Ｐ18

Ｐ19

Ｐ20～21

Ｐ22～26

P27

Ｐ28～29

Ｐ30

P31

Ｐ32

（　）は、前月との比較

まちづくりへの貢献への感謝
生涯学習課生涯学習推進班　☎22-9102問

田平中学校生徒会役員の皆さん

１年生！ 地域探索での発見！

　今年度から同じ敷地で学んでいる佐世保特別支
援学校北松分校の皆さんとともに、文化祭・体育
大会などの行事を成功させました。また、情報図
書委員会では、薦めたい本について熱く語り合う
ビブリオバトルを企画・開催し、読書への関心を
高めました。

文化祭・体育大会・ビブリオバトルなど
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「
た
び
ら
」は

　
　
　 

ま
る
ご
と「
自
然
園
」

〜
た
び
ら
昆
虫
自
然
園
の
挑
戦
〜

平
成
か
ら
令
和
へ
、
開
園
30
周
年

　

田
平
町
荻
田
免
の
山
林
に
あ
る「
た
び

ら
昆
虫
自
然
園（
以
下
、
昆
虫
自
然
園
）」。

里
山
の
環
境
を
再
現
し
た
園
内
で
は
、
昆

虫
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
や
植
物
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平
戸
に
住
ん
で

い
る
人
な
ら
、
学
校
の
野
外
学
習
や
子
ど

も
を
連
れ
て
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
人
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
ん
な
昆
虫
自
然
園
が
、
７
月
に
開
園

30
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
昆
虫
と

の
触
れ
合
い
を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が

命
の
尊
さ
や
自
然
環
境
の
大
切
さ
を
学
ぶ

場
と
し
て
、
ま
た
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
た
郷
土
の
魅
力
を「
昆
虫
の
里
」と
し
て

高
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
注
目
さ
れ

る
こ
と
の
な
か
っ
た
昆
虫
自
然
園
の
真
の

魅
力
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
抱
え
な
が

ら
も
目
前
に
控
え
た
開
園
30
周
年
を
盛
り

上
げ
よ
う
と
、
一
生
懸
命
に
取
り
組
む
ス

タ
ッ
フ
た
ち
と
地
域
の
関
係
者
の
奮
闘
ぶ

り
を
紹
介
し
ま
す
。

は
じ
ま
り
は
か
ん
き
つ
園

　

昆
虫
自
然
園
は
、
か
ん
き
つ
類
の
品
種

改
良
を
行
う
長
崎
県
の
施
設
だ
っ
た
跡
地

を
有
効
に
利
用
し
よ
う
と
、
田
平
町
在
住

の
昆
虫
写
真
家
栗
林
慧
さ
ん
ら
有
志
で
つ

く
る
地
元
環
境
保
護
グ
ル
ー
プ
の
提
案
を

受
け
、
長
崎
県
や
田
平
町
が
約
３
年
を
か

け
整
備
し
ま
し
た
。

　

施
設
の
管
理
運
営
を
担
う
こ
と
と
な
っ

た
旧
田
平
町
で
は
、
当
時
の
園
長
で
あ
る

西
澤
正
隆
さ
ん
を
中
心
に
解
説
指
導
員
と

呼
ば
れ
る
ガ
イ
ド
の
養
成
に
奮
闘
し
、
来

園
者
に
対
す
る
解
説
案
内
の
体
制
を
整
え
、

平
成
４
年
７
月
21
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
第
８
回
全
国
昆
虫
施
設
連

絡
協
議
会
」を
開
催
し
、
平
成
17
年
８
月

に
は
西
海
国
立
公
園
を
舞
台
に
開
催
さ
れ

た「
第
47
回
全
国
自
然
公
園
大
会
」に
出

席
さ
れ
て
い
た
常
陸
宮
正
仁
親
王
同
妃
両

殿
下
を
迎
え
る
な
ど
、
全
国
的
に
も
珍
し

い
屋
外
体
験
型
の
昆
虫
園
と
し
て
こ
れ
ま

で
毎
年
約
１
万
人
の
来
園
者
が
訪
れ
て
い

ま
す
。

　

平
成
21
年
に
は
、
当
時
の
田
平
天
主
堂

の
烏
山
邦
夫
神
父
か
ら
、
約
１
，
５
０
０

種
６
，
０
０
０
点
に
も
の
ぼ
る
外
国
産
の

昆
虫
標
本
の
寄
贈
を
受
け
、
翌
年
に
は
昆

虫
館
に
標
本
展
示
室
を
整
備
。
平
成
18
年

９
月
か
ら
は
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、

現
在
は「
一
般
財
団
法
人
平
戸
市
振
興
公

社
」が
普
段
の
施
設
運
営
を
担
っ
て
お
り
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
施
設
と

な
っ
て
い
ま
す
。

特 

集

１_栗林慧さんの写真教室の参加者の皆さん。館内
には栗林さんが撮影した大迫力の昆虫写真が展示さ
れている。／２_標本展示室の壁一面に展示された
昆虫標本。世界の珍しい昆虫を見ることができる。

Information

たびら昆虫自然園

○営業時間
　午前９時～午後５時（休園日：毎週月曜日および年末年始。ただし、
　 月曜日が祝日の場合はその翌日。７月20日～８月31日は毎日開園）

○利用料金　
　▼大人・高校生　　410円　▼小・中学生　　　310円
　▼幼児（４歳以上）　150円　▼乳幼児（３歳以下）　無料
　※団体割引あり（20人以上）、障がい者手帳をお持ちの人は無料。

里山の環境を再現し、さまざまな昆虫を観察できる「たびら昆虫自然園」。

今年の７月に開園30周年を迎えます。

施設の老朽化や解説指導員の高齢化などの課題を抱えながらも

地域の関係者や長崎県立大学とタッグを組み

新たな取り組みにチャレンジしています。

ブットレアの花にとまるアカタテハ。珍しい昆虫はいませんが、
田平町内にいる昆虫を豊かな自然の中で観察できます。

１

２



１

３

４ ２

「命を大切さにする気持ちや思いやりの心が育まれています」
Interview

今村さんが出題したクイズに答える若葉保育園の園児。
若葉保育園では年中と年長の園児が毎月訪れています。

１_園内にはミカンやビワなどの果物
が実る。見学途中にミカンで水分補給。
２_教えてもらったクワガタの持ち方に
チャレンジ。挟まれないように気をつ
けて！／３_キアゲハの幼虫を発見。や
さしく触ってみる。／４_夏の夜に開催
される「夜の観察会」。子どもたちに大
人気のカブトムシやクワガタをあちこち
で見ることができる。

たびら昆虫自然園で大冒険
全国でも珍しい屋外体験型の施設であるたびら昆虫自然園。受付のある昆虫館から一歩

外に足を踏み出すと、そこには里山の自然が広がり、さまざまな昆虫や季節の草花との

出会いが待っています。さあ、ワクワク・ドキドキの冒険の始まりです。

見
て
・
聞
い
て
・
触
っ
て
ワ
ク
ワ
ク

　
「
こ
の
虫
な
あ
に
？
」「
あ
っ
ち
に
な
ん

か
お
る
！
」園
内
に
子
ど
も
た
ち
の
元
気

な
声
が
響
き
ま
す
。
こ
の
日
、
昆
虫
自
然

園
を
訪
れ
て
い
た
の
は
、
若
葉
保
育
園
ゆ

り
組
の
園
児
た
ち
。
昆
虫
自
然
園
の
今
村

武
さ
ん
の
説
明
を
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
聞

き
な
が
ら
、
次
々
に
昆
虫
を
見
つ
け
て
い

き
ま
す
。

　

昆
虫
自
然
園
は
、
解
説
指
導
員
と
呼
ば

れ
る
ガ
イ
ド
が
来
園
者
と
一
緒
に
園
内
を

回
り
説
明
・
案
内
す
る
全
国
で
も
珍
し
い

施
設
で
す
。
昆
虫
自
然
園
主
任
で
解
説
指

導
員
と
し
て
ガ
イ
ド
も
行
っ
て
い
る
今
村

さ
ん
は「
園
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
昆
虫

が
草
む
ら
や
葉
の
裏
な
ど
い
ろ
ん
な
と
こ

ろ
に
潜
ん
で
い
ま
す
。
そ
れ
を
来
園
者
が

自
分
た
ち
で
見
つ
け
る
こ
と
は
、
昆
虫
に

詳
し
い
人
で
な
い
限
り
難
し
い
で
す
。
私

た
ち
が
来
園
者
の
目
線
に
合
わ
せ
て
説
明

し
、
実
際
に
昆
虫
を
触
っ
て
み
た
り
、
ク

イ
ズ
に
答
え
て
も
ら
っ
た
り
と
五
感
を

使
っ
た
体
験
を
交
え
て
案
内
す
る
こ
と
で
、

来
園
者
の
記
憶
に
残
る
よ
う
に
工
夫
し
て

い
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

ク
ワ
ガ
タ
の
持
ち
方
を
教
わ
っ
た
り
、

園
内
に
実
っ
て
い
る
ビ
ワ
や
夏
み
か
ん
を

食
べ
て
み
た
り
と
は
じ
め
て
の
体
験
に
目

を
輝
か
せ
る
園
児
た
ち
。
こ
ん
な
日
の
体
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験
は
、
園
児
た
ち
が
成
長
し
て
も
ず
っ
と

心
に
残
り
続
け
ま
す
。

何
度
来
て
も
楽
し
め
る

　

約
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
敷
地
が
広

が
る
昆
虫
自
然
園
に
は
、
畑
や
小
川
、
池
、

雑
木
林
、
草
原
な
ど
４
つ
の
ゾ
ー
ン
が
あ

り
ま
す
。
一
見
、
雑
然
と
し
た
藪
に
見
え

る
場
所
も
あ
り
ま
す
が
、
多
様
な
昆
虫
が

生
息
で
き
る
よ
う
植
物
の
配
置
な
ど
が
細

か
く
設
定
さ
れ
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ゾ
ー
ン
で
、
生
息
す
る
昆
虫
も

草
花
も
異
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
時
間
帯
や
天
候
、
季
節
が
変
わ

れ
ば
見
る
こ
と
が
で
き
る
昆
虫
の
種
類
も

変
わ
り
ま
す
。
昆
虫
自
然
園
で
は
、
限
ら

れ
た
季
節
や
時
間
帯
に
し
か
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
昆
虫
を
観
察
す
る
イ
ベ
ン
ト
と

し
て「
夜
の
観
察
会
」や「
鳴
く
虫
の
観
察

会
」な
ど
を
開
催
。
昆
虫
好
き
の
子
ど
も

を
持
つ
家
族
な
ど
に
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
村
さ
ん
は「
場
所
や
季
節
、
天
気
、

時
間
帯
で
現
れ
る
昆
虫
も
変
わ
り
ま
す
。

そ
れ
に
合
わ
せ
て
私
た
ち
の
説
明
や
体
験

の
内
容
も
臨
機
応
変
に
変
え
て
い
ま
す
の

で
、
何
度
来
て
も
毎
回
違
う
解
説
を
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
す
よ
」と
園
の
魅
力
を
話

し
て
く
れ
ま
す
。

若葉保育園　園長
牧山　マサ子　さん

　当園は昆虫自然園の近くにあるため、
園児たちは毎月ワクワク・ドキドキの野
外学習に出掛けています。私も１月に一
緒に行きましたが、館内から一歩外に出
るとカブトムシの幼虫、落葉樹にはカマ
キリの卵、ミノムシなどが観察できました。
　また、道脇に置かれた巣箱にはミツバ
チ、観察池にはカエルの卵やオタマジャ

クシ、石の下や枯葉が積もった中にも小
さな命が輝き、昆虫たちが共存していま
した。
　昆虫が苦手だった子も帰ってきたとき
には、教えてもらった昆虫について楽し
そうに話してくれます。この野外学習を通
して、命を大切にする気持ちや思いやり
の心が育まれていると感じています。

広がる自然や昆虫との出会い
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園
を
支
え
る
大
黒
柱

昆
虫
自
然
園
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で
あ
る「
解
説
指
導
員
の
会
」の

皆
さ
ん
。
開
園
当
初
に
発
足
し
た
こ
の
会
で
は
、
来
園
し
た
人
た

ち
に
ど
う
や
っ
た
ら
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
か
、
記
憶
に
残
る
体
験

を
し
て
も
ら
え
る
か
、
創
意
工
夫
し
な
が
ら
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

たびら昆虫自然園　元園長

西澤　正隆　さん
まさたか

田
平
に
招
か
れ
開
園
準
備
に
奮
闘

　

開
園
前
年
の
平
成
３
年
４
月
、
そ
れ
ま

で
東
京
で
高
校
教
師
を
し
て
い
た
私
は
、

昆
虫
自
然
園
の
設
計
を
し
て
い
た
知
人
に

誘
わ
れ
、
37
歳
の
と
き
に
田
平
町
で
開
園

準
備
を
始
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
田
平
町
に
来
た
当
初
は「
農

業
主
体
の
田
平
に
害
虫
公
園
を
つ
く
る
の

か
」と
い
う
批
判
の
声
さ
え
あ
り
、
地
元

の
人
間
で
は
な
い
た
め
、
地
域
の
み
な
さ

ん
に
ど
う
し
た
ら
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る

か
大
変
苦
労
し
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
２
つ
の
目
標
を
立
て
ま
し
た
。

１
つ
目
は
地
元
の
自
然
環
境
を
把
握
し
て
、

ど
の
よ
う
な
昆
虫
な
ど
の
生
き
物
が
棲
ん

で
い
る
の
か
を
知
る
こ
と
。
２
つ
目
は
田

開
講
し
、
10
回
の
連
続
講
座
の
修
了
者
の

中
か
ら
、
興
味
の
あ
る
人
に
解
説
指
導
員

に
な
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
平
成
４
年
に

解
説
指
導
員
の
会
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
が
、

こ
の
会
の
活
動
が
今
で
も
最
も
大
き
な
支

え
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

開
園
当
初
は
何
も
な
い
昆
虫
自
然
園
で

し
た
が
、
夏
休
み
に
帰
郷
し
た
家
族
や
そ

の
子
ど
も
た
ち
の「
訪
ね
て
み
た
ら
楽
し

か
っ
た
よ
」と
い
う
声
が
積
み
重
な
り
、

少
し
ず
つ
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
理
解
が
広

ま
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

繋
が
り
を
築
き
、
解
説
を
磨
く

　

こ
れ
ま
で
昆
虫
自
然
園
で
は
、
解
説
指

導
員
の
会
と
し
て
屋
外
体
験
型
と
い
う
特

徴
を
活
か
し
、
少
年
昆
虫
ク
ラ
ブ
活
動
、

標
本
づ
く
り
教
室
、
自
然
体
験
教
室
、
写

真
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の
年
中
行
事
を
は
じ

め
、
学
校
団
体
や
小
学
校
教
職
員
の
研
修

の
受
け
入
れ
、
出
前
授
業
、
園
外
で
の
講

演
活
動
、
視
察
の
受
け
入
れ
な
ど
を
通
じ

て
、
多
く
の
人
た
ち
と
の
繋
が
り
を
築
い

て
き
ま
し
た
。

　

特
に
近
所
の
若
葉
保
育
園
で
は
、「
昆

虫
自
然
園
で
の
自
然
や
生
き
物
と
の
触
れ

合
い
の
中
で
命
の
尊
さ
を
体
験
す
る
」と

い
う
こ
と
を
保
育
目
標
に
掲
げ
て
お
り
、

い
つ
も
元
気
の
い
い
園
児
た
ち
が
訪
問
し

て
く
れ
ま
す
。
こ
の
園
児
た
ち
と
の
触
れ

合
い
や
子
ど
も
た
ち
に
も
わ
か
り
や
す
く

丁
寧
な
案
内
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

解
説
指
導
員
の
説
明
の
仕
方
に
も
磨
き
が

か
か
り
ま
し
た
。

知
識
で
は
な
く
意
識
を
伝
え
る

　

以
前
、
私
は
ク
モ
が
苦
手
だ
っ
た
の
で

す
が
、
あ
る
来
園
者
の
人
が
と
て
も
詳
し

く
ク
モ
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
話
が
と
て
も
お
も
し

ろ
く
、
私
が
ク
モ
に
興
味
を
持
つ
き
っ
か

け
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
験
か
ら
、
こ
ち
ら
の
知

識
を
一
方
的
に
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
来

園
者
の
意
識
を
変
え
る
よ
う
な
解
説
を
心

が
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
各
解
説
員

に
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
作
ら
ず
、
そ
の
季
節

の
自
然
の
楽
し
み
方
を
五
感
を
使
っ
た
体

験
を
通
し
て
伝
え
る
よ
う
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
来
園
者
が
自
然
の
中
で
自
ら
発
見

し
、
体
験
す
る
楽
し
さ
を
覚
え
、
自
然
や

昆
虫
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
し
か
伝
え
ら

れ
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
人

か
ら
人
へ
意
識
を
伝
え
る
こ
と
を
大
事
に
、

こ
れ
か
ら
も
解
説
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

たびら昆虫自然園の開園に携わり、解
説指導員が案内する体制整備に尽力。
好きな昆虫は淡い水色のはねを持つ大
型の蛾「オオミズアオ」。

正月用の門松作りに参加した解説指導員の皆さん

西澤さんの熱のこもった解説は、子どもから大人まで惹き付ける。

解説指導員の戸田利子さん。家族で昆虫自然園を訪れたことで昆虫に興
味を持ち、今では立派な解説員の１人として活躍している。

としこ

平
町
内
の
皆
さ
ん
と
の
繋
が
り
を
つ
く
り
、

い
ろ
ん
な
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
根
気

強
く
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
で
し
た
。

　

園
を
訪
れ
た
人
に
、
昆
虫
の
よ
う
に
小

さ
く
隠
れ
て
い
る
生
き
物
を
自
然
の
ま
ま

見
せ
る
に
は
無
理
が
あ
り
、
ま
し
て
自
分

た
ち
で
探
し
出
す
こ
と
は
至
難
の
業
で
す
。

そ
こ
で
、
私
が
か
つ
て
行
な
っ
て
き
た
自

然
観
察
を
来
園
者
と
一
緒
に
で
き
な
い
か

と
考
え
、
解
説
員
と
来
園
者
が
園
を
一
緒

に
回
れ
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
あ
ら
か
じ
め
用
意

し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
通
り
に
昆
虫
の
名
前
や

生
態
を
伝
え
る
の
で
は
な
く
、
季
節
ご
と

の
自
然
の
楽
し
み
方
を
、
園
で
の
体
験
を

通
し
て
伝
え
た
い
と
考
え
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
園
で
は
、
解
説
員
養
成
講
座
を



若い発想を 入
開園30周年を目前に控えた昆虫自然園では、長崎県立大学の学生たちの発想を

取り入れ、新たな取り組みへの挑戦を始めました。その取り組みは、園だけでな

く地域を巻き込んだものへと発展しています。

活
気
を
取
り
戻
す
た
め
に

　

施
設
の
老
朽
化
や
解
説
指
導
員
の
高
齢

化
な
ど
の
課
題
を
抱
え
る
昆
虫
自
然
園
で

は
、
ど
う
し
た
ら
施
設
を
適
切
に
維
持
し
、

来
園
者
数
を
安
定
さ
せ
、
地
域
の
皆
さ
ん

か
ら
慕
わ
れ
る
施
設
に
な
る
か
検
討
を
進

め
て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
長
崎
県
立
大
学
地
域
創
造

学
部
公
共
政
策
学
科
に
よ
る
実
習
と
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
打
診
が
あ
り
、
今
後
の

施
設
運
営
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
ひ
と
つ

の
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
、

受
け
入
れ
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。
大
学
生

の
若
い
発
想
を
虫
入（
ち
ゅ
う
に
ゅ
う
）し

て
活
気
を
取
り
戻
そ
う
と
考
え
た
の
で
す
。

燃
え
る
闘
魂
１
０
０
本
ノ
ッ
ク

　

令
和
２
年
度
は
３
年
生
６
人
を
田
平
町

へ
招
き
、
現
地
視
察
や
関
係
者
と
の
意
見

交
換
会
、
夜
の
観
察
会
へ
の
参
加
な
ど
を

経
て
調
査
結
果
報
告
会
を
開
催
。「
燃
え

る
闘
魂
１
０
０
本
ノ
ッ
ク
」と
称
し
て
捻

り
だ
し
た
１
０
０
も
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
中

か
ら
、
厳
選
さ
れ
た「
10
の
ア
イ
デ
ィ
ア
」

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
10
の
ア
イ
デ
ィ
ア
の
中
か
ら
、Ｐ
Ｒ

動
画
制
作
と
季
節
の
花
園
づ
く
り
な
ど
に

ト
ラ
イ
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
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　市内には、人知れず咲き続ける古いバラ
が残されています。平戸出身の園芸家油屋
吉之助さんの「平戸に残る古いバラを調査し
てみたら」という提言から「平戸ミステリー
ローズの会」が設立されました。地道な調
査・研究の結果、現在までに約30種類のミ
ステリーローズが見つかっています。
　「バラを地域の活性化に繋げられないか」
という油屋さんの想いを汲んだ平戸ミステ

昆虫自然園に彩りを～ひっそりと咲く「平戸ミステリーローズ」を植栽～

リーローズの会の取り組みが少しずつ実を結
び、北松農業高校の教材として採用され、
昨年からは昆虫自然園にも新たな鑑賞ポイ
ントとして植栽されました。
　長い間人知れず生き残ってきたバラは、
美しいだけでなく病害虫に強く、農薬が使え
ない昆虫自然園にうってつけの花です。美し
く可憐な花を咲かせるミステリーローズが来
園者を出迎えます。

園内に植栽した平戸ミステリー
ローズの１つ“唐衣”（からごろも）。

通
し
て
、
こ
れ
ま
で
交
わ
る
こ
と
の
な

か
っ
た
地
域
の
団
体
と
の
繋
が
り
が
生
ま

れ
、
地
域
の
資
源
を
活
か
し
た
取
り
組
み

が
進
ん
で
い
ま
す
。

個
性
豊
か
な
解
説
指
導
員
に
光
を
あ
て
て

　

令
和
３
年
度
も
大
学
生
を
受
け
入
れ
、

さ
ら
な
る
取
り
組
み
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
急
拡
大

を
受
け
、
活
動
が
制
限
さ
れ
る
中
、
こ
の

年
は
昆
虫
自
然
園
を
支
え
る「
解
説
指
導

員
の
会
」に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
て
何

か
で
き
な
い
か
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
常
時
活
動
し
て
い
る
９
人
の

解
説
指
導
員
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
冊
子

に
ま
と
め
る
事
が
決
定
し
ま
し
た
。
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
解
説
指
導
員
一
人
ひ
と

り
の「
生
い
立
ち
」や
昆
虫
に
興
味
を
持
っ

た
き
っ
か
け
、
昆
虫
園
に
対
す
る
想
い
が

語
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト

リ
ー
と
魅
力
が
詰
ま
っ
た
冊
子
が
出
来
上

が
り
ま
し
た
。

　

冊
子
は
子
ど
も
た
ち
も
親
し
み
や
す
い

よ
う
に
と
、
解
説
指
導
員
の
皆
さ
ん
を

「
昆
虫
戦
隊
ガ
イ
ド
マ
ン
」と
い
う
ヒ
ー

ロ
ー
に
見
立
て
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
令

和
４
年
度
は
、
こ
の
昆
虫
戦
隊
ガ
イ
ド
マ

ン
を
活
か
し
た
新
た
な
取
り
組
み
に
も
注

目
で
す
。

　地域で30年間運営されてきた施設に
対する地域の皆さんの思いこそが、重要
な地域資源であると学生に感じ取っても
らいたいとの思いをもって、実習を実施
しました。
　学生のアイデアを受け止め、やぶ椿や
ミステリーローズに思いを重ねてガーデ
ンを形にしていく平戸の皆さんのフット

「地域を支えているのは人であることを改めて実感」

ワークの軽さや、解説指導員の皆さんの
お話からは、まさに平戸の自然を体験し
てきた皆さんが、園を無二のものにして
いることがヒシヒシと伝わってきました。
　「地域を支えているのは人」ということ
を改めて思い直す機会となりました。今
後も園が地域の皆さんの思いを受け止め
る場であり続けることを応援していきます。

長崎県立大学非常勤講師

川崎　修良　さん
のぶよし

Interview

１_フィールドワークで昆虫自然園を見学する長崎県立大学の学生。／２_大学生
が制作に携わったPR動画の一幕。落ち葉のベッドに寝転び楽しそうな園児たち。
３_「平戸ミステリーローズの会」など地域の関係団体と協力しバラを植栽。バラの

10のアイディアを関係者に提案する大学生

Ｐ
Ｒ
動
画
制
作
で
は
、
昆
虫
自
然
園
を
含

む
田
平
町
の
魅
力
的
な
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介

す
る
動
画
や
若
葉
保
育
園
の
園
児
が
園
内

を
散
策
す
る
様
子
を
撮
影
。
作
品
は
、

「
Ｎ
Ｃ
Ｃ
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
」に
応
募
し
、

見
事
に
映
像
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
季
節
の
花
園
づ
く
り
で
は
、
こ

れ
ま
で
あ
ま
り
交
流
が
な
か
っ
た「
北
松

農
業
高
校
」や「
平
戸
ミ
ス
テ
リ
ー
ロ
ー
ズ

の
会
」、
や
ぶ
椿
の
愛
好
家
で
つ
く
る「
向

花
樹
会
」、「
田
平
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

な
ど
地
域
の
関
係
団
体
を
巻
き
込
み
、
園

内
の
一
部
に
花
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。
四

季
折
々
の
花
を
楽
し
め
る「
ガ
ー
デ
ン
」が

完
成
間
近
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
大
学
生
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

『たびら昆虫自然園』×『大学生』で生み出す新たな取り組み

１

４

２

３

ほかにやぶ椿や季節の花々を植えた。
４_学生が解説指導員一人ひとりにイン
タビューして制作した冊子。解説指導
員の魅力あふれる冊子が完成した。

大学生が制作した
動画はコチラから
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たびら昆虫自然園は開園30周年にむけて大学生の発想を取り入れ、地域を巻き

込みながら準備を進めてきました。「屋外体験型の施設」「解説指導員による案内」

という２つの強みを活かしながら、30周年の節目とその先に続く未来をどう描いて

いくのか。たびら昆虫自然園の今村主任に話を伺いました。

昆虫クラブでのピザづくり体験 園外の自然観察に参加した昆虫クラブの皆さん 釜田川に生息する生き物を観察

今村　武　さん
たけし

懸
命
に
生
き
る
昆
虫
に
心
惹
か
れ
て

　

私
は
地
元
の
高
校
卒
業
後
、
い
く
つ
か

の
職
場
を
経
験
し
、
平
成
14
年
に
当
時
の

田
平
町
か
ら
昆
虫
自
然
園
の
管
理
運
営
を

受
託
す
る
財
団
法
人
田
平
町
振
興
公
社

（
当
時
）に
就
職
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
園
内
の
管
理
作
業
を
担
当
し
て

い
た
の
で
す
が
、
園
長
が
不
在
の
時
に
、

は
じ
め
て
ガ
イ
ド
役
に
挑
戦
し
、
お
客
さ

ん
の
反
応
を
直
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
と

て
も
嬉
し
く
、
昆
虫
の
こ
と
を
勉
強
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
年
代
に
と
ら
わ
れ
ず
、
い
つ
ま
で
も
心
に
残

る
よ
う
な
場
所
と
し
て
育
て
て
い
き
た
い
」

　

そ
れ
か
ら
は
試
行
錯
誤
・
創
意
工
夫
の

連
続
で
す
。
今
で
は
、
小
さ
な
命
で
も
一

生
懸
命
に
生
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
さ
せ

て
く
れ
る
昆
虫
が
大
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

助
け
合
い
な
が
ら
上
手
く
生
き
延
び
て
い

る
虫
た
ち
の
様
子
に
は
、
心
惹
か
れ
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

た
び
ら
は「
ま
る
ご
と
」自
然
園

　

令
和
３
年
度
は
年
会
員
の「
昆
虫
ク
ラ

ブ
」の
皆
さ
ん
と
い
ろ
ん
な
取
り
組
み
を

試
し
て
み
ま
し
た
。
焚
き
火
で
焼
き
芋
を

焼
い
た
り
、
手
作
り
の
か
ま
ど
で
豚
汁
を

作
っ
た
り
、
園
外
に
出
か
け
て
田
平
町
内

の
自
然
を
観
察
し
た
り
。
こ
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
通
し
て
田
平
町
全
体
が
昆
虫
自

然
園
と
同
じ
よ
う
に「
自
然
体
験
の
場
」で

あ
る
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

開
園
30
周
年
と
な
る
今
年
は
、
こ
れ
ま

で
の
取
り
組
み
で
生
ま
れ
た
北
松
農
業
高

校
、
田
平
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
向
花
樹

会
、
平
戸
ミ
ス
テ
リ
ー
ロ
ー
ズ
の
会
な
ど

地
域
の
仲
間
た
ち
と
の
信
頼
関
係
を
基
に
、

新
た
な
楽
し
い
仕
掛
け
を
園
内
外
で
講
じ

て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
昆
虫
自
然
園
に
残
る
里

山
の
原
風
景
を
大
切
に
し
つ
つ
、
子
ど
も

も
大
人
も
年
代
に
と
ら
わ
れ
ず
、
い
つ
ま

で
も
心
に
残
る
よ
う
な
場
所
と
し
て
育
て

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
さ
に

地
域
に
と
っ
て
の
宝
で
す
ね
。

　

長
崎
県
立
大
学
と
の
取
り
組
み
な
ど
を

通
し
て
、
こ
れ
ま
で
停
滞
ム
ー
ド
に
見
え

て
い
た
昆
虫
自
然
園
に
も
新
た
な
動
き
が

芽
生
え
始
め
ま
し
た
。
施
設
の
課
題
に
自

ら
気
づ
き
、
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん
だ
展

開
が
広
が
り
、
一
人
ひ
と
り
の
目
に
新
た

な
課
題
と「
未
来
の
夢
」が
見
え
て
き
た
と

考
え
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
状

況
に
お
い
て
も
来
園
者
の
さ
ら
な
る
満
足

度
向
上
に
む
け
、「
た
び
ら
昆
虫
自
然
園
」

は
こ
れ
か
ら
も
挑
戦
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

たびら昆虫自然園　主任

開園30周年に向けて

田平町出身。園の運営・管理を担当し
ながら、解説指導員としても来園者を案
内している。好きな昆虫は助け合いなが
ら生きる様子を見せてくれるカナブン。
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◎
社
会
教
育
功
労

　

坂
本　

浩
一

　

西　

サ
チ
子

　

大
石　

克
徳

　

神
保　

勇

　

宗
田　

篤
司

◎
社
会
体
育
功
労

　

松
原　

薫

◎
文
化
功
労

　

平
松　

康
則

◎
学
校
教
育
功
労

 

稲
澤　

浩
晃

　

塩
川　

雅
治

　

木
寺　

元
希

　

石
橋　

智
彦

　

墨
谷　

泉

◎
学
校
文
化
活
動

　

中
尾　

文
香

　

山
口　

紗
瑛
フ
ェ
イ
ス

　

阿
立　

桃

　

白
石　

翼

　

山
口　

綾
美
ジ
ェ
イ
ヤ
レ
イ

　

竹
田　

実
千
花

　

２
月
６
日
、
平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、

「
令
和
３
年
度
平
戸
市
表
彰
式
」が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
平
戸
市
の
発
展
に
こ
れ
ま

で
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
令
和

３
年
中
に
各
種
大
会
な
ど
で
活
躍
し
た
皆

さ
ん
の
功
績
を
讃
え
、
表
彰
し
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
や
社
会
福
祉
、
産
業
な
ど
、

市
政
推
進
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
55
人
５

団
体
に「
市
民
表
彰
」、
景
観
の
形
成
に

貢
献
さ
れ
た
１
団
体
に「
景
観
表
彰
」、

社
会
教
育
な
ど
に
貢
献
さ
れ
た
人
や
学
校

文
化
活
動
な
ど
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら

れ
た
19
人
１
団
体
に「
教
育
委
員
会
表
彰
」、

ス
ポ
ー
ツ
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た

16
人
４
団
体
に「
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
」を
そ

れ
ぞ
れ
授
与
し
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◎
地
方
自
治
功
労 

　
　

　

山
内　

清
二

　

山
本　

芳
久

　

田
島　

輝
美

　

綾
香　

良
一

　

山
﨑　

一
洋

　

大
久
保　

堅
太

　

松
永　

利
宣

　

早
田　

博
子

　

須
藤　

豊
博

　

浜
辺　

晃

　

山
口　

和
幸

　

田
中　

壽

　

森
田　

正
生

　

森　

喜
一
郎

　

伊
藤　

由
美
子

　

宮
島　

道
幸

　

日
下
部　

匡
信

◎
社
会
福
祉
功
労

　

黒
﨑　

洋
介

　

青
﨑　

光
國

　

近
藤　

孝
子

◎
産
業
功
労

　

神
田　

征
人

　

藤
田　

法
照

　

小
楠　

肇

鏡
川
町

田
平
町

大
島
村

主
師
町

佐
賀
県
伊
万
里
市

田
平
町

生
月
町

田
平
町

田
平
町

大
島
村

大
島
村

岩
の
上
町

田
平
町

田
平
町

生
月
町

大
島
村

大
島
村

職
人
町

前
津
吉
町

大
山
町

主
師
町

紐
差
町

生
月
町

　

末
永　

武
好

　

須
藤　

豊
博

　

故   

小
川　

隆
友

　

松
瀨　

清

　

永
渕　

哲
也

　

豊
増　

見
喜
雄

◎
教
育
文
化
功
労

　

大
森　

正

　

柿
添　

澄
子

　

江
口　

よ
し
子

　

下
川　

武
夫

◎
環
境
衛
生
功
労

　

関
野　

晴
夫

　

塩
川　

雅
治

　

亀
井　

栄
子

◎
交
通
安
全
功
労

　

松
田　

和
郎

◎
防
犯
防
災
功
労

　

松
尾　

勝
博

　

川
村　

博
彦

　

桝
屋　

聡
志

　

蜜
山　

淳
智

　

山
口　

国
治

　

松
本　

譲
治

　

横
石　

紀
彦

　

福
田　

哲
也

　

竹
山　

秀
俊

　

道
下　

由
美
子

市
民
表
彰

　

松
本　

睦
子

　

赤
木　

麗
美

　

岩
永　

逸
子

◎
人
命
救
助

　

藤
澤　

哲
也

　

藤
澤　

末
雄

　

池
田　

次
夫

　

橋
本　

隆

◎
寄
付
功
労

　

ロ
ビ
ン
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
メ
イ
ナ
ー
ド

　

横
浜
冷
凍
株
式
会
社

　
　
　

代
表
取
締
役
社
長　

松
原　

弘
幸

◎
優
良
団
体

　

平
戸
市
森
林
組
合　

　
　
　
　

代
表
理
事
組
合
長　

松
瀨　

清

　

有
限
会
社　

き
の
こ
屋

　
　
　
　
　

代
表
取
締
役　

大
村　

謙
吾

　

有
限
会
社　

井
元
産
業

　
　
　
　
　

代
表
取
締
役　

井
元　

欣
吾

　

一
般
社
団
法
人　

平
戸
市
医
師
会

　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

柿
添　

圭
嗣

◎
景
観
活
動

　

釜
田
若
潮
老
人
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　

曽
川　

孟
浩

市民表彰および景観表彰受賞者

教育委員会表彰およびスポーツ表彰受賞者

生
月
町

田
平
町

田
平
町

大
久
保
町

戸
石
川
町

生
月
町

職
人
町

鏡
川
町

長
崎
市

猪
渡
谷
町

大
島
村

福
岡
県
福
岡
市

宝
亀
町

宝
亀
町

紐
差
町

鏡
川
町

生
月
町

生
月
町

生
月
町

生
月
町

宮
の
町

度
島
町

度
島
町

田
平
町

岩
の
上
町

田
平
町

大
久
保
町

野
子
町

野
子
町

田
平
町

田
平
町

　
　

東
京
都
港
区

平
戸
市
の
発
展
に
こ
れ
ま
で
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
た
皆
さ
ん
お
よ
び
、
令
和
３
年
中
に
県
内
、
全
国
大
会
な
ど

で
活
躍
し
た
皆
さ
ん
の
功
績
を
讃
え
、
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

平
戸
市
表
彰
式

景
観
表
彰

教
育
委
員
会
表
彰

生
月
町

野
子
町

川
内
町

津
吉
町

鮎
川
町

生
月
町

大
島
村

田
平
町

福
岡
県
福
岡
市

岩
の
上
町

田
平
町

佐
世
保
市

大
島
小
５
年

　
　

大
島
中
３
年

大
島
中
３
年

諫
早
農
業
高
校
１
年

猶
興
館
高
校
２
年

猶
興
館
高
校
２
年

ス
ポ
ー
ツ
表
彰

　

加
藤　

凜
久

　

Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
大
島
15

◎
ス
ポ
ー
ツ
賞（
個
人
）

　

江
田　

達
朗

　

田
原　

正
伸

　

小
山　

莉
央

　

龍
護　

千
代
子

　

桝
屋　

雄
大

　

薄
本　

未
歩

　

桝
屋　

良
輔

　

野
口　

清
之

　

丸
田　

麟
太
郎

　

岩
男　

徹
史

　

道
添　

妃
萌

　

渡
口　

陽
凛

　

破
戸　

崚
佑

　

久
富　

暉
竜

　

岩
野
上　

恭
次

　

芦
塚　

菜
都
美

◎
ス
ポ
ー
ツ
賞（
団
体
）

　

長
崎
県
立
北
松
農
業
高
等
学
校
軟
式
野
球
部

　

Ａ
Ｌ
Ｌ
生
月

　

平
戸
市
相
撲
連
盟

　

平
戸
市
立
生
月
中
学
校
空
手
道
部

猶
興
館
高
校
２
年

大
島
中
学
校

鏡
川
町

浦
の
町

野
子
町

生
月
町

田
平
町

山
中
町

田
平
町

岩
の
上
町

岩
の
上
町

岩
の
上
町

戸
石
川
町

生
月
町

生
月
町

生
月
町

生
月
町

大
久
保
町



本
は
、
市
内
の
図
書
館
・
図
書
室
ど
こ
で
も
貸
出
・
返
却
で
き
ま
す
。

そ
う
だ

 
図
書
館
へ
行
こ
う

刊
新
の
め
す
す
お
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vol.36「古写真」から見る平戸の記憶遺産
文化交流課文化遺産班　☎22-9143問

地域協働課協働政策班　☎22-9105問

生月島のイワシ製造

海岸に並ぶ小型露天釜（昭和20年代）

潮見地区の製造納屋群（昭和26年）

　明治30年代以降、和船巾着網漁法の導入で、平
戸地方ではイワシ漁が盛んになります。当初、夏から
秋にとれる小羽、中羽という小ぶりなイワシを干し、
肥料となる干鰯を作っていました。大正時代には、よ
り高く売れる煮干しを作るようになり、漁民も製造業
者も大いに潤います。
　昭和20年代、舘浦には個人製造者250軒、加工
業者42社、従業員340人ほどがいました。しかし昭
和30年代の近海のイワシ不漁や、遠洋まき網の漁獲
の市場への直送により、製造風景は姿を消しました。

■平戸学オンライン
ホームページ インスタグラム YouTube

まち協イベントガイド ３月のイベント情報をピックアップ！
３月のお出かけはまち協イベントに行こう！

紐差小学校区まちづくり運営協議会
☎29-9025

◆軽トラ朝市in早福 ◆木ヶ津慈眼桜満開ウォーク ◆久吹ダムさくら健康ウォーク

　地域の農産物の販売や、豚
汁のふるまいがあります。「パ
ワースポットウォーキング」を
同時開催します。

津吉地区まちづくり運営協議会
☎27-0611

と　き ３月６日（日）午前11時～

旧早福町公民館ところ

　樹齢推定140年といわれる雄
大な慈眼桜が咲き誇る木ヶ津路
を楽しく歩きましょう。

〔平戸市内在住者限定〕

と　き ３月21日（月）午前９時30分～

木ヶ津教会周辺ところ

　約350本のさくら並木道のな
かを健康的に歩きませんか。旬
野菜や加工品の販売もあります。

〔田平町内在住者限定〕

田平まちづくり協議会
☎29-9008

と　き ３月27日（日）午前９時30分～

久吹ダム周辺ところ

会　場 開 催 時 間主 な イ ベ ン ト

平戸図書館

毎週日曜 午後２時～

9日（水）・23日（水）  午前10時30分～

12日（土）・24日（木）　午後２時～

26日（土） 午後７時～

26日（土）午前10時～

５日（土）・12日（土）　午後２時～

おはなし会　（おはなしのへや）

赤ちゃんおはなし会　（おはなしのへや）

「みんなdeシネマ」　（COLAS平戸ホール）
『コーリャ　愛のプラハ』（チェコほか：111分）

ライブラリーコンサート（平戸図書館）　
■竹友会のみなさんによる尺八の演奏（予定）
　です。どうぞ、お楽しみに！

春のおたのしみ会（ふれあいセンターゆめホール）

おはなし会 ※随時変更することがあります。
永田記念図書館

『はなからはいりやすい
　ウイルスのはなし』
作・監修／大久保祐輔
絵／ミヤザキ
出版社／岩崎書店

『日本のことばずかん　いろ』
監修／神永　曉
出版社／講談社

『この時代小説がすごい！
　2022年版』
編／『この時代小説がすごい！』
　　  編集部
出版社／宝島社

『ひなまつりセブン』
作／もとしたいづみ
絵／ふくだいわお
出版社／世界文化ワンダー
　　　　クリエイト

『ペイント』
著/イ・ヒヨン
訳/小山内　園子
出版社/イースト・プレス

人の体に入っていたずらをす
るウイルス。この本では子ど
もがかかりやすい「鼻かぜ」
について小さな子にもわかり
やすく解説しています。感染
予防の大切さを伝える絵本。

たくさんの言葉を知ることは、
表現力を育むことにつながり
ます。日本の豊かな「色」を
古典作品や名画とともに紹介
するビジュアル図鑑。楽しい
コラムもあり、子どもから大
人まで楽しめます。

ひなまつりの日に、子どもた
ちのところへ行事のヒーロー
「ひなまつりセブン」がやって
きました。ひな人形も動き出
し、楽しいひなまつりのはじ
まりです。由来や行事がよく
わかる絵本。

2020年10月～2021年9月に
発行された時代小説作品から、
書店員・書評家が選んだ本を
ランキングで紹介。新たな
「読みたい本」との出会いが
まってますよ。

少子化が限界を超え、「人口
絶壁」状態となった近未来。
国は少子化対策として、親に
代わって国が子どもを養育す
るセンターを設立し…。“子
どもが親を選べるとしたら”
という人類の究極のIFに挑
んだティーン小説です。

『からだが整う
  “ひと晩発酵みそ”』
著/榎本　美沙
出版社/主婦と生活社
炊飯器で一晩保温するだけ。免
疫力を上げたり、腸内環境を整
えたり、驚きの健康効果がある
「ひと晩発酵みそ」の作り方と、
おいしい活用レシピやみそおや
つ・手軽に作れる発酵調味料な
どの紹介をしている1冊です。

今月の休館日　永田記念図書館：１日（火）・８日（火）・15日（火）・22日（火）27日（日）・29日（火）

図書館ホームページ

http://www.hirado-lib.jp
携帯電話から
ＱＲコードを読み込んで
簡単にアクセスできます。

各図書館・図書室連絡先図書館のイベント情報

田平町中央公民館図書室 ☎22 - 9211
大島村公民館図書室 ☎55 - 2511

平戸図書館 ☎22 - 4017
永田記念図書館 ☎22 - 9182
南部公民館図書室 ☎22 - 9191

生月図書室 ☎22 - 9202

ほしか

※掲載しているイベントの開催については、変更となる場合があります。
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文化交流課交流推進班　☎22-9143問

平
戸
で
感
じ
ら
れ
る

オ
ラ
ン
ダ

１
キ
ロ
）と
命
名
し
沿
道
に
設
置

さ
れ
た
そ
う
で
す
。
看
板
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
町
ま
で
の
距
離
が
書
い

て
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
国
旗
の
色
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
０
年
、
記
念
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
大
勢
の
参
加
者
が
、
こ
の

街
道
を
３
日
間
で
歩
く「
オ
ラ
ン

ダ
街
道
ス
リ
ー
・
デ
イ
・
ウ
ォ
ー

ク
」と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
た
と
聞
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
降
20
年
以
上
の
歳
月

が
経
ち
、
残
念
な
が
ら「
オ
ラ
ン

ダ
街
道
」の
こ
と
を
忘
れ
て
い
る

人
が
多
い
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
、

今
度
僕
も
通
っ
て
み
た
い
で
す
！

　

現
在
、
母
国
の
オ
ラ
ン
ダ
か
ら

遠
く
に
住
ん
で
い
る
の
に
、
普
段

の
生
活
で
オ
ラ
ン
ダ
を
感
じ
る
時

が
意
外
と
よ
く
あ
り
ま
す
。
オ
ラ

ン
ダ
商
館
と
、
そ
こ
に
な
び
い
て

い
る
赤
・
白
・
青
の
国
旗
だ
け
で

は
な
く
、
オ
ラ
ン
ダ
塀
や
オ
ラ
ン

ダ
井
戸
、
市
役
所
前
の
オ
ラ
ン
ダ

橋（
幸
橋
）な
ど
の
平
戸
と
オ
ラ

ン
ダ
の
海
外
貿
易
当
時
の
深
い
交

流
の
歴
史
を
物
語
る
建
造
物
が

多
く
残
っ
て
い
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
自
宅
か
ら
平
戸
大

橋
ま
で
散
歩
し
て
い
た
時
、
道
端

の「
オ
ラ
ン
ダ
街
道
」と
書
い
て
あ

る
看
板
に
気
付
き
ま
し
た
。

　

こ
の
看
板
は
、
２
０
０
０
年
の

日
蘭
交
流
４
０
０
周
年
の
記
念

の
年
に
、
平
戸
市
の
オ
ラ
ン
ダ
商

館
か
ら
長
崎
市
の
出
島
を
結
ぶ

経
路
を「
オ
ラ
ン
ダ
街
道
」（
１
１

国際交流員
の日記

vol.３　　

国際交流員
パコ・セクレープ
（オランダ出身）

平戸とパコ

市民課生活環境班　☎22-9121問

生活環境班
コラム

みんなでつくろう住み良いひらど

平
戸
市
民
の
手
で
不
法
投
棄

の
撲
滅
を

も
、
捨
て
る
場
所
が
分
か
ら
な

か
っ
た
り
、
費
用
が
か
か
る
場
合

が
あ
る
た
め
、
不
法
に
廃
棄
さ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

不
法
投
棄
は
個
人
や
地
区
の
土

地
に
廃
棄
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
土
地
の
管
理
者
は
、
廃
棄

防
止
の
た
め
定
期
的
な
見
回
り

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
犯
罪
で
す
。
個

人
の
場
合
、
５
年
以
下
の
懲
役

も
し
く
は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金

ま
た
は
そ
の
両
方
が
、
事
業
所
の

場
合
、
３
億
円
以
下
の
罰
金
が

科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

不
法
投
棄
や
廃
棄
の
現
場
を
発

見
し
た
ら
す
ぐ
に
警
察
に
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

　

自
然
破
壊
に
つ
な
が
る
不
法
投

棄
を
平
戸
市
民
の
手
で
撲
滅
し
ま

し
ょ
う
。

不
法
投
棄
の
現
状

　

今
回
は「
不
法
投
棄
の
現
状
」

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

不
法
投
棄
と
は
、
決
め
ら
れ

た
場
所（
地
区
の
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
や
処
分
場
な
ど
）に
廃
棄

せ
ず
に
、
山
林
、
川
、
海
、
空

き
地
な
ど
、
人
目
に
つ
か
な
い
場

所
な
ど
に
、
不
法
に
廃
棄
す
る
こ

と
を
い
い
ま
す
。

　

廃
棄
さ
れ
て
い
る
も
の
の
多
く

は
、
家
電
製
品（
テ
レ
ビ
、
冷
蔵

庫
、
洗
濯
機
、
エ
ア
コ
ン
）や
家

庭
ご
み
、
タ
イ
ヤ
な
ど
で
す
。

　

不
法
投
棄
さ
れ
る
原
因
と
し
て

考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
家
電
製

品
に
つ
い
て
は
処
分
費
用
が
か
か

る
た
め
、
回
収
業
者
な
ど
に
渡

さ
ず
、
人
目
に
つ
か
な
い
場
所
に

廃
棄
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
他
の
ご
み
に
つ
い
て

vol.６　　 高齢者の皆さんへ
自粛生活をみんなで乗り越えましょう
　新型コロナウイルスの感染拡大で外出の自粛が続いており、高齢者の健康に深刻な影響が出る恐れが

あります。感染拡大前と比較すると、高齢者の外出の機会は、全国的に 20パーセント減少しているとい

う調査報告もあります。

地域の交流の場・高齢者の集う機会、人とのつながりが激減

外出の機会が減少すると…

脳への刺激
が少ない

顔の筋肉
を使わない

電話での
会話も減る

体を
動かさない

食欲の低下 生活習慣病
リスク 筋力の低下

う　つ 認知症転倒・ケガ 低栄養（痩せ）

などの危険度が増加します！

　体力や運動機能の低下による転倒・ケガだけではありません。

外出が少なくなったことで、友人や地域の人とのコミュニケー

ションが減り、認知機能の低下や精神状態への影響も深刻に

なっています。

１日１回以上は誰かと会話しましょう
　認知機能の低下を防ぐためにはできるだけ人と交流し、笑

い声が出るような時間が重要です。マスクを着用し、距離を

とった状態で、屋外や換気状態が良い場所でのあいさつや短

時間の会話は感染しにくいと言われています。

　外出が難しい場合は、少なくとも１日に１回、家族や近所の

人など、誰かと電話をして、お互いに元気であるか確認したり、

楽しく世間話をしたりするように心がけましょう。

電話やメール、手紙などの非対面での交流でも、うつや認
知症などの予防に効果があると言われています。

会話をするときは距離をとって

電話でなら安心して大きな声で話せ
ます

長寿介護課高齢者支援班　☎22-9133問



　平戸市では、国の方針に基づき、３月中旬以降、市内の指定医療機関にて、５～ 11歳を対象とし

たワクチン接種を開始する予定です。対象者には３月上旬（予定）に個別に通知します。

今月の
特ダネ

※開所時間などの詳しい情報は、子育て応援ガイドブック「おひさま」
　をご覧になるか、各施設にお問い合わせください。親子で遊んで、ママ友作ろう（就学前交流の場）

連絡先施設名連絡先施設名連絡先施設名

57-0236

57-3028

57-0744

55-2006

53-1759

53-0496

22-9206

57-0789

27-0475

27-1084

27-0333

27-0222

57-1943

22-2244

22-3360

22-2575

おひさまひろば

さくらんぼ広場

はなぞの広場

しまっこ広場

よちよちクラブ

めばえ広場

いきつきげんきっこ広場

やよいプレイランド

中津良保育所

堤保育園

小鳩こども園

津吉保育所

トコトコ

あいちゃん広場

かもめネットワーク

みのりの樹１

（田平：平戸口社会館）

（田平：若葉保育園）

（田平：花園認定こども園）

（大島：大島村保育所）

（生月：山田児童館）

（生月：認定こども園めばえ）

（生月：生月こども園）

（田平：やよい幼稚園）

（南部：中津良保育所）

（南部：堤保育園）

（南部：小鳩こども園）

（南部：津吉保育所）

（田平：保健センター）

（北部：愛の園保育所）

（北部：しおかこども園）

（北部：みのりこども園）

連絡先施設名
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子育て・健康応援コーナー
このコーナーでは、子育てや健康に関する旬な情報を「お知らせ」します。

特定健診やがん検診などの日程は、対象者に配布している「平戸市健（検）診日程表」をご覧ください。

３月の休日当番医（診療時間：午前９時～午後５時）
住　所 連絡先医療機関日にち

平戸市医師会　☎20-0011問

３月６日（日）

３月13日（日）

３月20日（日）

３月21日（月・祝）

３月27日（日）

青洲会病院

柿添病院

谷川病院

青洲会病院

柿添病院

平戸市田平町山内免612番地4

平戸市鏡川町278番地

平戸市田平町山内免400番地

平戸市田平町山内免612番地4

平戸市鏡川町278番地

57-2155

23-2151

57-0045

57-2155

23-2151

いざというとき

●平戸市消防本部
　☎22-4199

救急医療機関のことは

子どもが急な病気になったら
●小児救急電話相談センター
　（受付時間18：00～8：00）
　※土日祝日は24時間対応
　☎＃8000 または
　☎095-822-3308

※電話番号を間違いないよう注意してください。

妊 妊婦健康相談乳 乳児健診 母子健康相談母 母乳育児相談支援育３３歳児健診１１歳６カ月児健診

ところ 種類および受付時間日にち

３月の各種相談および赤ちゃんの健診など

ふれあいセンター

大島村公民館

平戸市福祉保健センター（田平）

平戸文化センター

平戸文化センター

平戸文化センター

３月２日（水）

３月３日（木）

３月８日（火）

３月10日（木）

３月15日（火）

３月16日（水）

　　12：30～ 12：45

12：45 ～ 13：00　　　　　13：30～ 13：45　　　　　　

　　　　10：00～ 14：00

12：30 ～ 12：45

12：45 ～ 13：15

12：30 ～ 12：45

こども未来課母子保健班　☎22-9136問

乳

Hirado City Public Relations,2022.３21

５～11歳の子どもの新型コロナウイルスワクチン接種開始 乳

１

パ パパ・ママ教室

３

３

妊 母新型コロナウイルスワクチン接種推進チーム　☎22-9106問

１

３１

対象者

使用ワクチン

用法・用量

接種回数と接種間隔

発症予防効果

５歳以上11歳以下の人

ファイザー社製　小児用ワクチン

１回0.2ミリリットル（成人の３分の１）を筋肉内注射

３週間の間隔をおいて２回

90パーセント以上

副反応
注射した部位の痛み、頭痛、発熱、体が重いなど
※腕の痛みは２日間ほど。その他の症状も数日でよくなります。

ファイザー新型コロナウイルスワクチンの接種を受ける方とそのご家族の方々のためのサイト
https://www.pfizer-covid19-vaccinated.jp

接種券発送予定日
３月２日（水）
３月９日（水）
３月16日（水）
３月23日（水）
３月30日（水）

２回目接種日
令和３年８月１日～８月７日
令和３年８月８日～８月31日
令和３年９月１日～９月10日
令和３年９月11日～９月20日
令和３年９月21日～９月30日

　新型コロナウイルスワクチン追加接種の接種券は、

年齢順ではなく、２回目の接種日から６カ月を経過し

た人に順次発送しています。接種を希望する人は、接

種券が届き次第、電話予約をお願いします。また、基

礎疾患があり、２回目の接種日から６カ月を経過した

人にも接種券を送付しますのでご連絡ください。

重篤な基礎疾患のある子どもへの接種

　子どもが新型コロナウイルスに感染しても多くは軽症ですが、まれに重症化することがあり

ます。特に、慢性呼吸器疾患や先天性心疾患など基礎疾患をもつ子どもは、ワクチン接種によ

り、重症化を防ぐことが期待されます。子どもの健康状態をよく把握している主治医と、ワク

チン接種について事前に相談しましょう。

　効果や副反応など、本人と家族で十分理解したうえで、接種の検討

をお願いします。

　効果や副反応については、下記ウェブサイトを参照してください。

※小児におけるオミクロン株の感染状況が未だ確定的でないことなど

　の理由で、予防接種法上の努力義務は課せられていません。

新型コロナウイルスワクチン追加接種の
接種券発送スケジュール 新型コロナウイルスワクチン接種推進チーム　☎22-9106問

育
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Please 
Check 見落としがちだけど重要な「募集」「お知らせ」などの「情報」が満載

このページも見落とさないで、要チェック！

見逃せない情報がココに

募
　
　
集

一
般
廃
棄
物
収
集
運
搬
業

許
可
申
請

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
○
新
規
募
集
戸
数　

５
戸（
11
戸
）

　

①
平
戸
地
区　

１
戸（
１
戸
）

　

②
田
平
地
区　

２
戸（
０
戸
）

　

③
生
月
地
区　

２
戸（
10
戸
）

　
※

（　

）内
は
過
去
の
募
集
で

　
　

応
募
の
な
か
っ
た
住
宅
で
、

　
　

今
回
の
募
集
に
か
か
わ
ら
ず

　
　

常
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け

　
　

て
い
ま
す
。

　

※

住
宅
の
修
繕
な
ど
の
状
況
に

　
　

よ
り
、
募
集
戸
数
が
変
更

　
　

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

※

入
居
可
能
日
は
申
し
込
み
か

　
　

ら
約
１
〜
２
カ
月
後

○
募
集
期
間　

３
月
１
日（
火
）

　

〜
10
日（
木
）

　

※

郵
送（
必
着
）で
も
受
け
付
け

　
　

ま
す
。

○
入
居
資
格　

原
則
と
し
て
、
次

　

の
す
べ
て
の
要
件
を
満
た
し
て

　

い
る
こ
と
。

　

①
同
居
中
、
ま
た
は
同
居
予
定

　
　

の
親
族
が
い
る
こ
と
。

　

※

単
身
で
も
入
居
で
き
る
場
合

　
　

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相
談

　

▼
と
こ
ろ　

た
び
ら
活
性
化

　
　

施
設

※

入
居
が
決
ま
っ
た
後
に
辞
退
す

　

る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
事
前
に

　

十
分
検
討
し
た
う
え
で
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。　

◎
問　

都
市
計
画
課
総
務
住
宅

　

班

　
（
☎
22-

９
１
６
４
）

　

新
た
に
平
戸
市
一
般
廃
棄
物
収

集
運
搬
業
許
可
を
希
望
す
る
人

は
、
必
要
書
類
を
添
え
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

○
内　

容　

平
戸
市
内
の
個
人
の

　

家
屋
整
理
に
と
も
な
う
一
般
廃

　

棄
物
の
収
集
運
搬
業
の
許
可
。

○
対
象
者　
一
般
廃
棄
物
の
収
集

　

お
よ
び
運
搬
に
関
す
る
講
習

　

会
な
ど
を
終
了
し
た
個
人
お

　

よ
び
法
人

○
許
可
業
者
数　

数
社（
提
出
書

　

類
お
よ
び
聞
き
取
り
な
ど
に

　

よ
る
審
査
で
決
定
）

○
募
集
締
切
日　

３
月
25
日（
金
）

○
申
込
方
法　

必
要
書
類
を
市

　

民
課
生
活
環
境
班
窓
口
へ
持

　
　

く
だ
さ
い
。

　

②
収
入
が
平
戸
市
営
住
宅
条

　
　

例
な
ど
に
定
め
る
基
準
内
で

　
　

あ
る
こ
と
。

　

③
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
が

　
　

明
ら
か
で
あ
る
こ
と
。

　

④
税
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

　
　

と
。

　

⑤
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

　

⑥
不
自
然
な
世
帯
分
離
に
よ
る

　
　

申
し
込
み
で
な
い
こ
と
。

○
申
込
方
法　

申
込
書
に
添
付
書

　

類
を
添
え
て
、
都
市
計
画
課

　

ま
た
は
各
支
所
・
各
出
張
所
へ

　

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○
添
付
書
類

　

①
住
民
票
謄
本

　

②
所
得
証
明
書

　

③
完
納（
納
税
）証
明
書

※
世
帯
全
員
分
が
必
要
で
す
。

※

令
和
３
年
１
月
１
日
現
在
で

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人
は
、

　

個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）の

　

提
供
に
よ
り
添
付
書
類
を
省

　

略
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
抽
選
会　

募
集
戸
数
を
超
え

　

る
申
し
込
み
が
あ
っ
た
と
き
は
、

　

抽
選
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

　

▼
と　

き　

３
月
26
日（
土
）

　
　

午
前
10
時
〜

　

参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
必
要
書
類　

　

①
一
般
廃
棄
物
処
理
業
許
可
申

　
　

請
書

　

②
事
業
計
画
概
要
書
類

　

③
市
税
な
ど
の
滞
納
が
無
い
旨

　
　

の
証
明
書

　

※

そ
の
他
必
要
書
類

◎
問　

市
民
課
生
活
環
境
班

　
（
☎
22-

９
１
２
１
）

　
「
婚
活
に
興
味
が
あ
る
」「
婚
活

が
上
手
く
い
か
な
い
」「
親
族
に
結

婚
し
て
ほ
し
い
」と
お
悩
み
の
皆

さ
ん
を
対
象
に
、
個
別
の
婚
活

相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

○
と　

き　

３
月
20
日(

日)

午

　

前
11
時
〜
午
後
５
時

○
と
こ
ろ　

た
び
ら
活
性
化
施

　

設
研
修
室
２

○
対
象
者　

平
戸
市
内
に
在
住

　

の
20
歳
以
上
の
独
身
男
女
、

　

ま
た
は
そ
の
家
族(

親
子
で
の

　

参
加
も
可)

○
申
込
締
切
日　

３
月
18
日（
金
）

◎
問　

地
域
協
働
課
定
住
推
進

　

班

　
（
☎
22-

９
１
０
５
）

○
免
除
期
間　

出
産
予
定
日
ま

　

た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の

　

前
月
か
ら
４
カ
月
間

　

※

多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出

　
　

産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日

　
　

が
属
す
る
月
の
３
カ
月
前
か

　
　

ら
６
か
月
間

　

※

出
産
と
は
、
妊
娠
85
日(

４

　
　

カ
月)

以
上
の
出
産
で
死
産
、

　
　

流
産
、
早
産
を
含
む
。

○
対
象
者　
「
国
民
年
金
第
１
号

　

被
保
険
者
」で
出
産
日
が
平
成

　

31
年
２
月
１
日
以
降
の
人

○
届
出
時
期　

出
産
予
定
日
の

　

６
カ
月
前
か
ら
届
出
可
能（
出

　

産
後
も
届
出
可
）

○
必
要
な
書
類　

母
子
健
康
手

　

帳
・
医
療
機
関
か
ら
発
行
さ

　

れ
る
出
産
予
定
日
の
証
明
書

○
受
付
窓
口　

健
康
ほ
け
ん
課

　

国
保
年
金
班（
④
番
窓
口
）、

　

ま
た
は
各
支
所
・
各
出
張
所

○
問　

佐
世
保
年
金
事
務
所

　
（
☎
０
９
５
６-

34-

１
１
８
９
）

お
知
ら
せ

婚
活
相
談
会

ひらど新鮮市場「海の見えるごはん屋」オープン

　平戸産品が集まる直売所「ひらど新鮮市場」に、お食事処
「海の見えるごはん屋」がオープンします。

○オープン　 ３月 ３日（木） 午前11時
　▶平戸産お楽しみ袋進呈（先着100人）
○営業時間　午前11時～午後３時（ラストオーダー午後２時30分）
○ところ　ひらど新鮮市場直売所横（平戸市岩の上町227）
○メニュー（一部）

株式会社ひらど新鮮市場　☎23-8088問

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年

金
保
険
料
免
除

平戸海鮮丼 釜炊きのごはん
季節野菜と豚ロースの
せいろ蒸し定食
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お
知
ら
せ

　

中
ホ
ー
ル

〇
定　

員　

80
人（
入
場
無
料
）

　

※

入
場
の
際
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

　
　

感
染
症
対
策
を
行
い
ま
す
。

◎
問　

平
戸
観
光
協
会

　
（
☎
23-

８
６
０
０
）

水
道
開
始
・
休
止
な
ど
の
届
出

　

引
越
し
な
ど
で
水
道
の「
開

始
」、「
休
止
」、「
名
義
変
更
」の

届
け
出
が
必
要
な
場
合
は
、
早

め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
特
に

「
開
始
」の
場
合
は
、
２
営
業
日

前
ま
で
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

※

「
休
止
」の
届
け
出
が
な
い
と
基

　

本
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

○
届
出
方
法

　

▼
窓
口
・
電
話（
平
日
午
前
８

　
　

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

　

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

平
戸
市

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら（
24
時

　
　

間
受
付
。
た
だ
し
、
水
道

　
　

局
で
の
内
容
の
確
認
は
、
平

　
　

日
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　
　

５
時
15
分
に
な
り
ま
す
）

口
座
振
替
の
登
録

　

安
心
で
便
利
な
口
座
振
替
を

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
・
観
光
行
政
の
講
演
会

と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

※

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
、
地
域
と
協
同
し

　

て
観
光
地
域
づ
く
り
を
行
う

　

法
人
の
こ
と
。
平
戸
市
で
は
、

　
（
一
社
）平
戸
観
光
協
会
が
登

　

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

〇
講
演
会　

講
師　

観
光
庁
観

　

光
地
域
振
興
部　

観
光
資
源

　

課
長　

星　

明
彦　

氏

〇
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

①
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

　
　

▼
日
本
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
協

　
　
　

会　

代
表
理
事　

上
山

　
　
　

康
博　

氏

　

②
パ
ネ
ラ
ー　

　
　

▼
観
光
庁
観
光
資
源
課
長

　
　
　

星　

明
彦　

氏

　
　

▼
平
戸
市
長　

黒
田　

成
彦

　
　

▼（
一
社
）平
戸
観
光
協
会　

　
　
　

会
長　

藤
澤　

美
好

○
と　

き　

３
月
22
日（
火
）午

　

後
２
時
30
分
か
ら

○
と
こ
ろ　

平
戸
文
化
セ
ン
タ
ー

お
す
す
め
し
ま
す
。

○
受
付
窓
口　

平
戸
市
内
金
融

　

機
関
、
水
道
局
、
市
役
所
総

　

合
窓
口
、
支
所
、
出
張
所

○
手
続
き
に
必
要
な
も
の　

通

　

帳
、
届
出
印

検
針
へ
の
協
力
依
頼

　

円
滑
な
水
道
使
用
量
の
検
針

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

▼
犬
は
出
入
り
口
、
メ
ー
タ
ー

　
　

ボ
ッ
ク
ス
、
玄
関
、
ポ
ス
ト

　
　

か
ら
離
し
て
つ
な
ぐ

　

▼
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
車
や

　
　

物
、
雑
草
な
ど
で
ふ
さ
が

　
　

な
い

◎
問　

水
道
局
総
務
班

　
（
☎
22-

３
８
３
８
）

○
期　

間　

３
月
１
日（
火
）〜

　

７
日（
月
）　

　

火
災
を
防
ぐ
た
め
、
各
家
庭
で

次
の
事
項
を
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。

住
宅
防
火
10
の
ポ
イ
ン
ト

○
４
つ
の
習
慣

　

①
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、

　
　

さ
せ
な
い
。

　

②
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
燃
え
や

　
　

す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

　

③
コ
ン
ロ
を
使
う
と
き
は
火
の

　
　

そ
ば
を
離
れ
な
い
。

　

④
コ
ン
セ
ン
ト
の
ほ
こ
り
を
取

　
　

り
、
不
要
な
プ
ラ
グ
は
抜
く
。

○
６
つ
の
対
策

　

①
安
全
装
置
の
付
い
た
ス
ト
ー

　
　

ブ
や
コ
ン
ロ
を
使
用
す
る
。

　

②
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
定

　
　

期
的
に
点
検
し
、
10
年
を

　
　

目
安
に
交
換
す
る
。

　

③
部
屋
を
整
理
整
頓
し
、
寝

　
　

具
、
衣
類
お
よ
び
カ
ー
テ
ン

　
　

は
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

　

④
消
火
器
な
ど
を
設
置
し
、

　
　

使
い
方
を
確
認
し
て
お
く
。

　

⑤
避
難
経
路
と
避
難
方
法
を

　
　

常
に
確
保
し
、
備
え
て
お
く
。

　

⑥
防
火
防
災
訓
練
へ
の
参
加
、

　
　

戸
別
訪
問
な
ど
で
地
域
ぐ

　
　

る
み
の
防
火
対
策
を
行
う
。

◎
問　

消
防
本
部
予
防
課

　
（
☎
22-

３
１
６
７
）

　

20
歳
以
上
の
学
生
で
、
経
済

的
な
理
由
に
よ
り
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、

在
学
期
間
中
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る「
学
生
納
付
特
例
制
度
」を

利
用
で
き
ま
す
。

　

猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
年
金
を

受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
受
給
資

格
期
間
と
し
て
扱
わ
れ
、
病
気
や

け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
は
障

害
年
金
を
請
求
で
き
ま
す
。

○
承
認
期
間　

４
月
〜
翌
年
３

　

月
○
申
請
に
必
要
な
も
の　

年
金

　

手
帳
、
身
分
証
明
書
、
学
生

　

証
の
写
し
ま
た
は
在
学
証
明

　

書（
申
請
年
度
の
４
月
以
降
に

　

発
行
し
た
も
の
）

○
受
付
窓
口　

　

▼
住
民
票
を
登
録
し
て
い
る
市

　
　

町
村
の
国
民
年
金
窓
口

　

▼
在
学
し
て
い
る
大
学
な
ど
が

　
　

学
生
納
付
特
例
事
務
法
人

　
　

の
指
定
を
受
け
て
い
る
場
合

　
　

は
そ
の
窓
口

○
制
度
利
用
中
の
人
の
手
続
き

　

令
和
４
年
度
も
引
き
続
き
在

　

学
予
定
の
人
は
、
３
月
下
旬

　

に
送
付
さ
れ
る
申
請
用
ハ
ガ
キ

　

に
必
要
事
項
を
記
入
し
返
送
し

　

て
く
だ
さ
い
。

◎
問　

健
康
ほ
け
ん
課
国
保
年

　

金
班

　
（
☎
22-

９
１
２
４
）

○
と　

き　

４
月
８
日（
金
）午

　

前
10
時
〜
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

平
戸
市
役
所
３
階

　

会
議
室
Ａ

○
内　

容　

保
険
な
ど
の
請
求

　

方
法
、
損
害
賠
償
額
の
計
算

　

方
法
、
示
談
の
進
め
方
な
ど

○
予
約
締
切　

４
月
６
日（
水
）

◎
問　

長
崎
県
交
通
事
故
相
談

　

所

　
（
☎
０
９
５-

８
２
４-

１
１
１

　

１
）

　

転
出
・
転
入
の
手
続
き
の
際
、

理
由
を
適
切
に
把
握
し
、
よ
り

良
い
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
た
め
、

移
動
理
由
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

回
答
は
、
個
人
が
特
定
さ
れ

な
い
よ
う
に
処
理
し
、
統
計
作
成

の
目
的
に
の
み
使
用
し
ま
す
の
で

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
問　

企
画
財
政
課
企
画
統
計

　

班

　
（
☎
22-

９
１
１
１
）

観
光
地
域
づ
く
り（
Ｄ
Ｍ

Ｏ
）講
演
会

水
道
局
か
ら
の
お
知
ら
せ
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全
国
春
の
火
災
予
防
運
動

国
民
年
金
保
険
料
の
学
生

納
付
特
例
制
度

移
動
理
由
ア
ン
ケ
ー
ト

国の事業復活支援金（５月31日期限）

　新型コロナウイルス感染症の影響により売上
が30パーセント以上減少した事業者に給付金
が支給されます。申請については、申請サポー
ト窓口をご利用ください。
■電子申請サポート窓口（※要予約）
　▶ところ　佐世保市天満町１-27　県北振興
　　局天満庁舎３-Ｅ会議室
　▶受付時間　午前10時～午後５時
　▶専用ダイヤル　☎080-9174-5195
○給付額
　▶中小法人など　最大250万円
　▶個人事業者など　最大50万円
　　※事業復活支援金ホームページ

事業復活支援金相談窓口　☎0120-789-140問

交
通
事
故
巡
回
相
談
所

（
完
全
予
約
制
）

お詫びと訂正

広報ひらど２月15日号に誤りがありましたので、
お詫びして訂正します。
○４ページ（非課税限度額）

福祉課総務班　☎22-9130問

単身または扶養親族がい
ない場合

配偶者・扶養親族（１人）
を扶養している場合

配偶者・扶養親族（２人）
を扶養している場合

配偶者・扶養親族（３人）
を扶養している場合

配偶者・扶養親族（４人）
を扶養している場合

930,000円

1,378,000円

扶養している親族の状況 非課税相当収入限度額
（収入額ベース）※給与収入など

　誤 1,658,000円
→ 正 1,680,000円

　誤 1,938,000円
→ 正 2,097,000円

　誤 2,218,000円
→ 正 2,497,000円
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○３月10日（木）11：00～ 16：00
　平戸文化センター

■若者応援相談会in平戸

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

■国民健康保険税　　　　　第10期
■介護保険料　　　　　　　第10期
■後期高齢者医療保険料　　第９期
※口座振替日　　　　　　　３月28日（月）
　この日に振替ができなかった場合は、令和４年４月12日
　（火）に再振替します。

市税の納期限【３月31日（木）】

税務課総務徴収班　☎22-9115問

普
段
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
情
報
を「
お
知
ら
せ
」

暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
が

こ
こ
に
も

各種相談

○３月11日（金）10：00～ 15：00
　平戸文化センター
○３月25日（金）10：00～ 15：00
　平戸文化センター

■ハローワークin平戸市

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

■年金相談（完全予約制）

年金相談予約　☎0956-34-1189 
佐世保年金事務所お客様相談室受付時間（平日） 8：30～
17：00（相談日の前日までにご予約ください）

健康ほけん課国保年金班　☎22-9124問

○３月８日（火）10：00～ 15：00　
　市役所本庁２階会議室
○３月15日（火）10：30～ 15：00　
　舘浦出張所
○３月22日（火）10：00～ 15：00　
　市役所本庁３階会議室

■３月の延長窓口実施日
　３月３日（木）・10日（木）・17日（木）・24日（木）・31日（木）
■延長時間　　午後５時15分～午後７時
■開設場所　　平戸市役所１階③番窓口
　　　　　　　　   ※各支所・出張所では不可

■受付内容
　マイナンバーカードおよび各種証明書の交付
　※交付できる証明書
　◎住民票の写し　◎戸籍謄（抄）本
　◎戸籍附票の写し     ◎印鑑登録および印鑑証明書
※証明の種類によっては、委任状が必要になる場合
　があります。また、印鑑登録は即日登録できない
　場合がありますので、事前にご確認ください。

市民課戸籍住民班　☎22-9123問

延長窓口
　本庁市民課では、平日の開庁時間に来庁できない人
のために、時間外に証明書などを発行するサービスを
実施しています。サービスを利用する場合は、必ず
当日の午後5時までにご予約ください。

　市役所では、市民の皆さんの悩みや困りごとや仕
事で就職、創業などを考えている人たちが、専門の
相談員に相談できる窓口を用意しています。

■と　き　３月27日（日）8：30～ 17：00
■ところ　平戸市役所１階③番窓口

休日のマイナンバーカード交付窓口

市民課戸籍住民班　☎22-9123問

　休日にマイナンバーカードの交付申請および交付
を受け付けます。利用する場合は、３月25日（金）
の午後５時までに電話予約をお願いします。
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○３月18日（金）９：00～ 17：00
　田平町民センター（研修室２）

■よろず相談会

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

（事業者の経営上の課題解決支援のための相談会です）

○３月９日（水）14：00～ 16：00
　大島地区（大島村公民館）

■消費生活巡回相談・定例行政相談

市民課消費生活センター　☎22-9122問

地域協働課協働政策班　☎22-9105問

宮の浦⇒平戸高校前⇒平戸桟橋⇒たびら平戸口駅方面 （●土日祝運休）

種別

●

６：00

７：20

８：20

－

－

14：00

15：45

17：00

－

根獅子道平戸高校前 紐差前津吉入口志々伎宮の浦

６：05

７：25

８：25

－

－

14：05

15：50

17：05

－

６：19

７：39

８：39

－

－

14：19

16：04

17：19

－

６：24

７：44

８：44

－

－

14：24

16：09

17：24

－

６：30

７：50

８：50

－

－

14：30

16：15

17：30

－

６：37

７：57

8：57

－

－

14：37

16：22

17：37

－

６：40

８：00

９：00

－

－

14：40

16：25

17：40

－

６：41

８：01

９：01

－

－

14：41

16：26

17：41

－

６：44

８：04

９：04

－

－

14：44

16：29

17：44

－

市民病院 種別

●

６：40

８：10

９：00

12：00

13：00

14：50

16：30

－

18：30

根獅子道平戸高校前 紐差 千里ヶ浜川内 平戸新町 平戸口駅平戸桟橋

６：43

８：14

９：04

12：04

13：04

14：54

16：34

－

18：34

６：44

８：15

９：05

12：05

13：05

14：55

16：35

－

18：35

６：47

８：18

９：08

12：08

13：08

14：58

16：38

－

18：38

７：05

８：36

９：26

12：26

13：26

15：16

16：56

－

18：56

７：09

８：40

９：30

12：30

13：30

15：20

17：00

－

19：00

７：20

8：51

９：41

12：41

13：41

15：31

17：11

－

19：11

７：23

8：54

９：44

12：44

13：44

15：34

17：14

－

19：14

７：38

9：09

9：59

12：59

13：59

15：49

17：29

－

19：29

市民病院

●

野子 下中津良

たびら平戸口駅⇒平戸桟橋⇒平戸高校前⇒宮の浦方面 （●土日祝運休）

種別

●

７：00

10：50

11：50

13：10

15：00

17：00

－

18：45

19：40

根獅子道 平戸高校前紐差千里ヶ浜 川内平戸新町平戸口駅 平戸桟橋

７：15

11：05

12：05

13：25

15：15

17：15

－

19：00

19：55

７：18

11：08

12：08

13：28

15：18

17：18

－

19：03

19：58

７：29

11：19

12：19

13：39

15：29

17：29

－

19：14

20：09

７：33

11：23

12：23

13：43

15：33

17：33

－

19：18

20：13

7：51

11：41

12：41

14：01

15：51

17：51

－

19：36

20：31

7：54

11：44

12：44

14：04

15：54

17：54

－

19：39

20：34

7：55

11：45

12：45

14：05

15：55

17：55

－

19：40

20：35

7：58

11：48

12：48

14：08

15：58

17：58

－

19：43

20：38

市民病院

○西肥バス
種別

●

－

11：50

12：50

－

16：10

17：55

18：35

19：40

20：35

下中津良 前津吉入口根獅子道市民病院

－

11：53

12：53

－

16：13

17：58

18：38

19：43

20：38

－

11：54

12：54

－

16：14

17：59

18：39

19：44

20：39

－

11：57

12：57

－

16：17

18：02

18：42

19：47

20：42

－

12：04

13：04

－

16：24

18：09

18：49

19：54

20：49

－

12：10

13：10

－

16：30

18：15

18：55

20：00

20：55

－

12：15

13：15

－

16：35

18：20

19：00

20：05

21：00

－

12：29

13：29

－

16：49

18：34

19：14

20：19

21：14

－

12：34

13：34

－

16：54

18：39

19：19

20：24

21：19

志々伎紐差

●

●

●

宮の浦野子平戸高校前

○市ふれあいバス（紐差・宮の浦線）

○西肥バス○市ふれあいバス（紐差・宮の浦線）

前津吉桟橋⇒下中津良⇒堤方面　（●土日祝運休）

●

12：20

堤小前種　別 堤猪渡谷下中津良南部中前多目的
センター津吉小前津吉桟橋

12：23 12：27 12：30 12：34 12：39 12：47 12：48

午後デマンド運行①13：30～14：30

午後デマンド運行②15：30～16：30

10：15
９：50

10：18
9：53

10：22
9：57

土曜日のみ

上段：月～金

下段：土

●

○市ふれあいバス（堤・前津吉線）

18：00 18：03

16：30

18：07

18：55

16：32

18：10

18:58

16：36

18：14

19:02

16：41

18：19

19:07

16：49

18：27

19:15

16：50

18：28

19:16

西肥バス・平戸市ふれあいバス
ダイヤの変更について

　３月24日（木）に西肥バス【平戸口駅－平戸高校線】の
ダイヤが改正されます。
　これに伴い、市ふれあいバス【紐差－宮の浦線】および
【堤－前津吉線】も、下記のとおりダイヤを改正します。
（市ふれあいバスのその他の路線は変更なし）

○
試
験
資
格　

　

▼
平
成
４
年
４
月
２
日
〜
平

　
　

成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　

▼
平
成
13
年
４
月
２
日
以
降

　
　

生
ま
れ
で
次
に
掲
げ
る
人

　
　

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
お

　
　
　

よ
び
令
和
５
年
３
月
ま

　
　
　

で
に
卒
業
見
込
み
の
人

　
　

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る

　
　
　

者
と
同
等
の
資
格
が
あ

　
　
　

る
と
認
め
る
人

○
試
験
区
分　

大
学
卒
業
程
度

○
受
付
期
間　

３
月
18
日（
金
）

　

〜
４
月
４
日（
月
）（
受
信
有
効
）

　

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
の
み

○
試
験
日

　

▼
１
次
試
験　

６
月
５
日（
日
）

　

▼
２
次
試
験　

７
月
４
日（
月
）

　
　

〜
７
月
15
日（
金
）の
う
ち

　
　

通
知
に
て
指
定
す
る
日
時

○
申
し
込
み
に
つ
い
て　

人
事

　
　

院
人
材
局
試
験（
☎
０
３-

　
　

３
５
８
１-

５
３
１
１
）

◎
問　

福
岡
国
税
局
人
事
第
二

　

課
試
験
研
修
係

　
（
☎
０
９
２-

４
１
１-

０
０
３

　

１
）

税
務
署
採
用
試
験

●
３～10月運行
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新たな離島医療の拠点として

　的山大島唯一の医療機関である大島診療所・大島
歯科診療所の老朽化に伴う建替工事が完了し、市役
所大島支所横に新たに建設された診療所の開所式が
行なわれました。
　開所式には地元住民代表や市議会議員らが出席。
松田副市長や関野晴夫診療所長らが診療所の除幕を
行いました。また、地域住民を代表して大島地区区
長会長の中島幸さんは「診療所の開設で安心して生
活できると住民一同喜んでいる」と挨拶し、開所を
祝いました。

みゆき

２
１

　川内峠において春の風物詩「川内峠野焼き」が行な
われました。この日は天候にも恵まれ、消防職員や
消防団、地元住民ら約150人が参加し、川内峠南側
から順次ガスバーナーで火入れしました。放たれた
火はバチバチと音をたて大きな火柱を上げながら草
原に燃え広がり、約30ヘクタールの草原を焼き尽
くしました。
　野焼きは防火と家畜用の牧草の育成、草原の保全
を目的として行なわれており、市内では他に「佐志
岳」や「上段の野」でも実施されました。

２
春を呼ぶ「川内峠野焼き」12

　平戸オランダ商館開館10周年記念講演会が開催
され、国際日本文化研究センターのフレデリック・
クレインス教授が平戸オランダ商館が所蔵する文書
の解読結果から、1611年～ 12年にかけての三浦
按針の動向が判明したことを発表しました。
　講演に先立ち、ペーター・ファン・デル・フリー
ト駐日オランダ特命全権大使や姉妹都市ノールトワ
イク市のウェンディ・フェルクライ・アイマーズ市
長、平戸オランダ商館ゆかりの地域からのビデオ
メッセージが紹介されました。

開館10周年を記念して
２
５

１ 水の大切さを訴え全国一位

　「第63回水道週間」懸賞募集の図画小学校高学年
の部において、大島小学校５年の中尾文香さんが、
特選「日本水道協会会長賞」に選ばれ、大島小学校校
長室で伝達式が行われました。
　６月第１週の水道週間に合わせ行われる募集で、
「あたりまえの水に感謝」と題して描かれた絵が、全
国から応募のあった2,086点の中から、１位にあた
る特選に選ばれました。
　中尾さんの絵は、令和４年度の水道週間ポスター
に掲載され全国に配布・掲示される予定です。

11

　　平戸文化センターにおいて、平戸市民生涯学習講
演会（第10回平戸市PTA研究大会内）が開催されま
した。今回は、新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため、オンライン配信で実施されました。
　講演では、おおいた観光特使で講演家の矢野大和
氏が、「家庭のWA・学校のWA・地域のWA」とい
うテーマで、軽妙な語り口に笑いを織り交ぜながら、
これからの時代を生きていく子どもに身につけさせ
るべき力と、家庭・学校・地域に求められることな
どについての思いが語られました。

１ オンラインでの生涯学習講演会30

　田平中学校と、平戸市と友好都市である中国・南
安市の実験中学校の生徒が、オンラインでのリモー
ト交流を実施しました。
　このプログラムでは、両校の生徒が制作した市や
学校のＰＲ動画を鑑賞し、質疑応答を通して互いの
校風や文化の違いへの理解を深めました。そして最
後に、両国で有名な歌の合唱で締めくくられました。
　参加した生徒たちは、実験中学校の規模の大きさ
や、夜の給食後に午後９時まで学ぶ中国の学校のし
くみなどに驚きの声を上げていました。

１ 南安市とリモート国際交流20

　昭和24年１月24日、奈良県の法隆寺金堂が炎上
し壁画を焼損したことに基づき制定された「文化財
防火デー」に合わせ、国・県・市が定める市内13カ
所の文化財所在地において、文化財防火運動が行わ
れました。
　新型コロナウイルス感染症の再拡大を受け、昨年
同様に総合防災訓練を中止し、水消火器での初期消
火訓練を少人数で実施しました。
　また火災防止のための点検・指導が消防職員によ
り行われました。

１ 25
～ 26 火災から文化財を守るため

たいわ

あやか
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投稿募集！

広報ひらど

H30.３．10　４歳（田平町）

畑原 希風 ちゃんR３．３.15  １歳（大久保町）

はたはら　　 ののか

わたりぐち　　   せら

渡口　音 ちゃん
R３.３．１　１歳（田平町）

わたりぐち　　    じん

渡口　響 くん

いけだ　　　 るあん

池田 瑠杏 ちゃんR３.３.15　１歳（生月町）

森　陽菜乃 ちゃん
R２.３.21　２歳（度島町）

もり　　　　　ひなの

松永 結菜 ちゃん
R２.３.９　２歳（生月町）

まつなが　　 ゆうな まつおか

松岡 いと ちゃん

R２.３.17　２歳（主
師町）

川本 芽依 ちゃん
R３．３.18　１歳（大島村）

かわもと　　　めい

さとみ　　　　き
のか

里美 希ノ花 ちゃん

H28.３.18　６歳（生
月町）

ぎんよしや　　　　はるき銀吉屋 陽喜 くんR３.３．28　１歳（大久保町）

浦田 倫太朗 くん
R２.３.31　２歳（浦の町）

うらた　　　  りんたろう

みやがわ　　せいた

宮川 晴大 くんH29.３.５　５歳（田平町）

おおいし　　　とあ

大石 叶愛 ちゃん
H30.３.12　４歳（鏡川町）　

３月生まれの皆さん
お誕生日おめでとうございます

vol.118

●投稿方法　写真、子どもの氏名（ふりがな）、生年月日、性別、投稿者氏名、
　　　　　　 住所、連絡先を添えてＥメールでお送りください。
●申込先　　広報ひらどHappy Birthdayコーナー（人事課秘書広報班）
　　　　　　Ｅメール　kouhou@city.hirado.lg.jp
●申込期限　発行月前月の15日まで
●募集人数　15人（先着順）

４月
生まれ
募集中

※メールの件名に必ず「４月号Happy Birthday」と入れてください。
※投稿した写真が必ず掲載とは限りません。
※被写体の承諾については、投稿者の責任となります。

　４月に誕生日を迎えるわが子の笑顔を、皆さんに届けませんか？このコー
ナーでは、小学校入学前の子どもの写真を募集しています。（市内在住者に
限ります）

ＱＲコードで簡単に
応募できますよ！

ＨⅠＲＡＤＯの
アイドル大集合

ふるかわ　　  うらら

古川 心麗 ちゃん
Ｈ30.３.19　４歳（度島町）

下川 凛花 ちゃん
H30.３.15　４歳（田平町）

しもかわ　　  りんか

問 市民課戸籍住民班
☎22-9123

西の夜空に浮かぶ光の柱
　１月29日の夜、平戸市北西の
空に光の柱が浮かびました。「光
柱現象」と呼ばれ、漁船の光など
が大気中の氷の粒に反射して起
こります。対馬沖など漁業が盛
んな地域で見られるそうです。
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温かいご飯を子どもたちに
 　１月20日、一棟貸しこせら
（大久保町）で「おせっかい食堂」
がオープンしました。子どもた
ちが笑顔になれる場をと地域の
お母さんたちが企画。今後、不
定期でオープンする予定です。

丸
山　

チ
イ
子 
83
歳 
2
／
13 
堤

山
田　

須
美
子 
76
歳 
2
／
13 
大
山

【
生
月
地
区
】

久
保　

幸
代 

80
歳 
1
／
19 
舘
浦
屋
敷

古
谷　

正
幸 

77
歳 
1
／
24 
浦
北

大
石　

シ
ズ
子 
88
歳 
1
／
25 
元
触

墨
谷　

智
弘 

80
歳 
1
／
25 
舘
浦
潮
見

石
田　

幸
子 

92
歳 
1
／
31 
堺
目

冨
永　

ト
メ 

91
歳 
2
／
6 
舘
浦
潮
見

大
浦　

良
乃 

92
歳  
2
／
9 
浦
南

立
石　

ツ
ヤ 

91
歳 
2
／
11 
堺
目

松
本　

ア
イ 

96
歳 
2
／
11 
浦
北

【
田
平
地
区
】

安
達　

甫
朗 

88
歳　

1
／
15 
坊
田

黒
瀨　

カ
ズ 

102
歳　

1
／
18 
野
田

大
浦　

光
利 

71
歳　

1
／
20 
小
手
田

黒
木　

マ
ツ
ヱ 
87
歳　

1
／
21 
大
久
保

橋
口　

宗
則 

88
歳　

1
／
23 
平
戸
口

橋
本　

實 

82
歳　

1
／
26 
永
田

野
村　

幸
男 

86
歳　

1
／
27 
米
の
内

前
田　

安
治 

79
歳　

1
／
30 
小
手
田

田
川　

忠
一 

68
歳　

1
／
31 
永
田

前
田　

彰
一 

71
歳　

1
／
31 
万
場

尾
下　

晴
美 

54
歳　

1
／
31 
下
寺

桃
田　

美
惠
子 
75
歳　

2
／
3 
小
崎

今
村　

勉 

89
歳　

2
／
9 
南
荻
田

岩
佐　

百
合
子 
60
歳　

2
／
9 
山
内

【
大
島
地
区
】

白
石　

金
五
郎 
89
歳　

1
／
22 
大
根
坂

（
1
／
16
〜
2
／
15
受
付
分
）

　　【
平
戸
地
区
】

近
藤　

凜 

友
善 

堤

永
田　

莉
音 

直
行 

大
川
原

横
山　

久
善 

翔
也 

上
大
垣

松　
　

鞠
花 

伸
二 

上
大
垣

田
原　

遥
亮 

智
志 

宝
亀
第
２

平
本　

莉
野 

淳
史 

稗
田

俵
屋　

海
李 

大
樹 

幸
の
浦

井
元　

羽
衣 

一
幸 

明
の
川
内

楠
富　

柊 

康
貴 

宮
の
浦

薩
摩
屋　

う
た 

健
一 

幸
の
浦

松
下　

亜
嵐 

大
史 

中
の
原

【
生
月
地
区
】

槌
田　

瑠
嘉 

翔
悟 

元
触

【
田
平
地
区
】

新
立　

月
乃 

大
悟 

永
田

白
石　

寧
 々

基
騎 

坊
田

金
丸　

千
隼 

直
樹 

米
の
内

川
村　

音
未 

真
太
郎 

永
田

【
大
島
地
区
】　

濱
岡　

杏
里
紗 

宏
和 

大
根
坂

【
平
戸
地
区
】

幸
谷　

源
義 

86
歳 
1
／
15 
白
浜

松
本　

林
一 

87
歳 
1
／
17 
崎
方
町

牧
野　

豊
士 

93
歳 
1
／
17 
神
崎

熊
村　

清
子 

98
歳 
1
／
17 
戸
石
川

山
口　

孝
子 

78
歳 
1
／
18 
大
志
々
伎

山
口　
　

江 

90
歳 
1
／
18 
田
原
崎

中
村　

弘
三 

91
歳 
1
／
19 
度
島
中
部

有
浦　

榮 

93
歳 
1
／
22 
中
野
大
久
保

太
田　

典
子 

89
歳 
1
／
26 
津
吉
元

松
瀬　

マ
ツ 

93
歳 
1
／
28 
大
久
保

西
川　

キ
ヨ 

98
歳 
1
／
29 
紐
差
第
１

本
多　

テ
イ 

78
歳 
1
／
31 
下
中
津
良

岩
村　

ア
ヤ 

98
歳 
2
／
2 
神
船

雪
浦　

篤 

94
歳 
2
／
2 
上
大
垣

村
瀬　

要
助 

76
歳 
2
／
2 
上
大
垣

井
𠮷　
道
春 

64
歳 
2
／
3 
赤
坂

松
山　

清
一 

87
歳 
2
／
5 
下
中
津
良

近
藤　

正
子 

79
歳 
2
／
6 
神
上

末
永　

英
一 

89
歳 
2
／
6 
木
ヶ
津
第
１

森　
　

忍 

94
歳 
2
／
9 
大
川
原

木
寺　

幸
子 

82
歳 
2
／
10 
木
ヶ
津
第
１

松
野　

昭 

94
歳 
2
／
10 
山
中

下
條　

ノ
シ 

91
歳 
2
／
11 
猪
渡
谷

前
田　

ヨ
シ 

90
歳 
2
／
13 
木
引

お
く
や
み

死
亡
日

行
政
区

年
齢

名　

前

う
ぶ
声

行
政
区

保
護
者

名　

前

こ
ん
ど
う 

り
ん 

と
も
よ
し

な
が　
た 

　
り　
お
ん 

な
お
ゆ
き

よ
こ
や
ま 

　
く　
ぜ
ん 

し
ょ
う
や

ま
つ
む
ら 

　
き
っ
か 

し
ん　
じ

　
た　
ば
ら 

よ
う
す
け 

さ
と　
し

ひ
ら
も
と 

　
り　

の 

あ
つ　
し

た
わ
ら
や 

　
み　

り 

だ
い　
き

い
の
も
と 

　
う　

い 

か
ず
ゆ
き

く
す
と
み 

し
ゅ
う 

こ
う　
き

さ
つ　
ま　

や  

け
ん
い
ち

ま
つ
し
た 

　
あ　
ら
ん 

ひ
ろ
ふ
み

つ
ち　
だ 

　
る
う
か 

し
ょ
う
ご

し
ん
た
て 

つ
き　
の 

だ
い　
ご

し
ら
い
し 

　
ね　

ね 

も
と　
き

か
な
ま
る 

　
ち　
は
や 

な
お　
き

か
わ
む
ら 

お
と　
み 

し
ん　
た　
ろ
う

は
ま
お
か 

　
あ　

り　

さ 

ひ
ろ
か
ず

さ
い
わ
い
や 

げ
ん
よ
し

ま
つ
も
と 

り
ん
い
ち

ま
き　
の 

と
よ　
し

く
ま
む
ら 

き
よ　
こ

や
ま
ぐ
ち 

た
か　
こ

や
ま
ぐ
ち 

す
み　
え

な
か
む
ら 

ひ
ろ
ぞ
う

あ
り
う
ら 

さ
か
え

お
お　
た 

ふ
み　
こ

ま
つ　
せ

に
し
か
わ

ほ
ん　
だ

い
わ
む
ら

ゆ
き
う
ら 

あ
つ
し

む
ら　
せ 

よ
う
す
け

　
い　
よ
し 

み
ち
は
る

ま
つ
や
ま 

き
よ
か
ず

こ
ん
ど
う 

ま
さ　
こ

す
え
な
が 

え
い
い
ち

も
り 

し
の
ぶ

　
き　
で
ら 

さ
ち　
こ　

ま
つ　
の 

あ
き

し
も
じ
ょ
う

ま
え　
だ

ま
る
や
ま

や
ま　
だ 

　
す　

み　

こ

　
く　

ぼ 

さ
ち　
よ

ふ
る
た
に 

ま
さ
ゆ
き

お
お
い
し

す
み　
や 

の
り
ひ
ろ

い
し　
だ 

ゆ
き　
こ

と
み
な
が

お
お
う
ら 

よ
し　
の

た
て
い
し

ま
つ
も
と

　
あ　
だ
ち 

い
ち
ろ
う

く
ろ　
せ

お
お
う
ら 

み
つ
と
し

く
ろ　
き

は
し
ぐ
ち 

む
ね
の
り

は
し
も
と 

み
の
る

　
の　
む
ら 

ゆ
き
お

ま
え　
だ 

や
す
は
る

　
た　
が
わ 

た
だ
い
ち

ま
え　
だ 

し
ょ
う
い
ち

　
お　
し
た 

は
る　
み

も
も　
た　 
　　
み　

え　

こ

い
ま
む
ら 

つ
と
む

い
わ　
さ 

　
ゆ　

り　

こ

し
ら
い
し 

き
ん　
ご　
ろ
う


